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発刊遅延のおわび
新型コロナウイルス感染症の拡大により、例年よりも発行が遅れました事をお詫び申し上げます。
発行予定日（10月1日）までに頂きました原稿をそのまま掲載している部分もある事、ご了承下さい。

特集１

創立120周年に向けて

『清水谷120年　明治から令和　そして未来の友へ』
キャッチフレーズ決定！

特集２ 120周年記念事業計画決定！「ラーニング・カフェ」とは？

特集３ 「コロナ禍を越えて母校は今」−在校生に聞く−

120周年記念式典
令和３年（2021年）10月17日（日）
13時30分～ 16時30分（予定）
大阪国際会議場（グランキューブ大阪）
※�記念祝賀会は、新型コロナウイルスの影響により、
令和４年（2022年）の秋頃に開催を予定しております。

清友会　総会・懇親会　ご案内
日　時：令和３年（2021年）６月13日（日）12時～
場　所：ホテルグランヴィア大阪　20階
会　費：8,000円
お申込みは、回生幹事・清友会事務局まで

高校卒業後
５年間
会費半額！

清友会のLINE公式アカウントが出来ました！
QRコードから友達追加して下さい。

事務局からのお知らせや各種情報を発信していきます。
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令
和
元
年
度
の
清
友
会

東
京
支
部
総
会
は
、
大
手

町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
に
於

い
て
10
月
25
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
と
し

て
、
母
校
か
ら
2
0
1
9

年
4
月
に
着
任
さ
れ
ま
し

た
田
中
隆
博
校
長
先
生
、

本
部
か
ら
会
長
の
須
藤
隆

二
様
（
高
校
34
）
、
東
海

支
部
か
ら
支
部
長
の
橋
本

利
昭
様
（
高
21
回
）
、
ま

た
恩
師
の
連
山
豊
先
生
を

お
迎
え
し
、
会
員
56
名
出

席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

田
中
校
長
か
ら
は
、

2
0
2
2
年
の
新
し
い
指

導
要
領
に
基
づ
き
「
新
し

い
清
水
谷
を
作
る
」
と
い

う
思
い
で
準
備
し
て
い
る

と
い
う
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
須
藤
会
長
か
ら
は
創

立
1
2
0
周
年
の
記
念
行

事
は
2
0
2
1
年
10
月
17

日
に
行
う
予
定
で
、
支
援

募
金
の
協
力
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
橋
本
東
海
支
部

長
か
ら
は
、
支
部
長
7
年

目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
東

京
支
部
と
の
連
携
を
深
め

た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

総
会
は
平
成
30
年
度
の

事
業
報
告
・
会
計
報
告
が

無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
、
「
皆
さ
ん
の
知

ら
な
い
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
」

と
題
し
て
森
正
行
様
（
高

校
19
回
：
元
フ
ジ
テ
レ
ビ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
に
講

演
し
て
頂
き
、
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
高
木
ブ
ー
様
に

も
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

高
木
ブ
ー
様
に

は
ウ
ク
レ
レ
奏

者
の
第
一
人
者

と
し
て
、
演
奏

と
歌
声
で
会
場

の
皆
様
を
堪
能

さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
支
部

総
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ

り
、
残
念
な
が

ら
中
止
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
役
員
改

選
の
年
で
し
た

が
開
催
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
の

で
、
末
尾
の
役

員
で
運
営
し
て

参
り
ま
す
。
ご

了
承
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

来
年
度
は
令

和
3
年
10
月
30

日
（
土
）
に
、

昨
年
同
様
大
手
町
サ
ン
ケ

イ
プ
ラ
ザ
の
３
階
会
議
場

で
13
：
00
～
開
催
の
予
定

で
す
。
来
年
度
こ
そ
楽
し

い
支
部
総
会
を
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
支
部
総
会
で
ご

寄
付
頂
き
ま
し
た
義
捐
金

は
、
令
和
元
年
台
風
第
19

号
災
害
義
捐
金
と
し
て

4
0,
0
0
0
円
、
東
日
本

大
震
災
義
捐
金
と
し
て

4
1,
6
5
5
円
、
日
本
赤

十
字
社
に
お
送
り
致
し
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

支
部
長

�

高
22
回  

吉
田　
　

順

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　

危
機
を
乗
り
越
え
て

　
　
　

母
校
支
援
の
た
め
に
結
束
を

東
京
支
部
だ
よ
り

清
友
会
東
京
支
部

支
部
長�

吉
田　
　

順
（
高
22
回
）

副
支
部
長�

伊
部
千
代
子
（
高
19
回
）

　

〃�

長
岡
多
美
子
（
高
22
回
）

　

〃�

鳥
居　

洋
子
（
高
23
回
）

　

〃�

久
川　

和
彦
（
高
24
回
）

　

〃�

浜
口　

一
恵
（
高
25
回
）

　

〃�

中
村　

知
司
（
高
32
回
）

　

〃�

池
端　

正
明
（
高
33
回
）

監
査
役�

始
関　

尚
子
（
高
32
回
）

　

〃�

井
之
口　

豊
（
高
45
回
）

相
談
役�

中
島　

汎
仁
（
高
10
回
）

　

日
頃
よ
り
清
友
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
春
先
か
ら
突
如
と
し
て
覆
い
被
さ
っ
て

き
た
暗
雲
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」。多
大
な
影
響
を

受
け
て
お
ら
れ
る
す
べ
て
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
よ
う
に
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
主
目
的
と
す
る
団
体
に
と
っ
て
、コ
ロ
ナ
問
題
は
大

き
な
障
壁
で
す
。
顔
を
合
わ
せ
、
食
事
を
共
に
し
、
楽
し

い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
同
窓
の
一
体

感
。
こ
れ
こ
そ
が
同
窓
会
活
動
の
原
動
力
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
同
窓

会
活
動
は
困
難
な
事
態
に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
教
育
の

場
こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
危
機
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

在
校
生
の
方
々
は
、
４
月
か
ら
約
２
か
月
間
登
校
出
来

ず
、
仲
間
と
も
会
え
ず
、
本
来
の
学
び
と
成
長
の
機
会

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
と
心
配
し
ま
す
。
未
曾
有

の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
先
生
方
の
ご
苦
労
も
想
像

を
超
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
母
校

が
、
今
後
も
続
く
コ
ロ
ナ
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
に
、
同
窓
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
出
来
る
の

か
、改
め
て
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
は
創
立
１
２
０
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
同
窓
会
の
活
動
を
活
発
化
さ

せ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
行
事
や
会
合
は
控
え
る
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、
私
達
同
窓
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
結
束

力
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
母
校
支
援
と
い
う

大
切
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
１
２
０
年
の
歴
史
が

培
っ
た
底
力
を
清
友
会
に
結
集
し
て
頂
く
こ
と
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長

�

須
藤 
隆
二

（
高
34
回
）
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本
来
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
支

部
総
会
の
ご
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
今
年
度
は
支

部
総
会
を
中
止
に
し
ま
し

た
。

　

本
部
総
会
の
中
止
を
知

り
、
役
員
で
協
議
し
ま
し
た

が
東
海
支
部
も
や
は
り
開
催

は
不
可
能
と
判
断
し
ま
し

た
。
会
員
と
関
係
者
の
皆
様

に
は
は
が
き
に
て
中
止
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
員
に
は
今
年
度
の
総
会

中
止
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ

と
と
次
年
度
が
清
水
谷
創

立
１
２
０
周
年
に
な
る
旨
を

伝
え
、
関
係
す
る
会
へ
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

東
海
支
部
と
し
ま
し
て
も

総
会
開
催
等
の
折
に
創
立
１

２
０
周
年
を
お
祝
い
し
、
関

係
す
る
会
の
盛
会
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。尚
、次
年
度

の
東
海
支
部
総
会
は
左
記
の

よ
う
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

日
時

　

令
和
３
年
６
月
27
日（
日
）

　

11
時
30
分
よ
り　

　

会
場

　

カ
ン
メ
イ
ホ
ウ

　

さ
て
、
本
支
部
と
し
ま
し

て
は
新
規
会
員
増
や
新
規
参

加
者
増
が
見
込
め
な
い
こ
と

と
会
員
数
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年
参

加
し
て
く
だ
さ
る
方
や
数
年

空
け
て
も
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
に
感
謝
し
同
窓
の
絆
を

大
切
に
支
部
活
動
の
継
続
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
東
海
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
を
ご
存
じ
で
し
た
ら

お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

長
く
続
い
て
お
り
ま
す
非

日
常
生
活
に
も
徐
々
に
慣
れ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
現
状
を
み
ま
す
と
ま
だ

ま
だ
安
心
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
行

動
に
気
を
付
け
て
生
活
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
年
度
は
心
お
き
な
く
皆

様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
長

�

高
21
回  

橋
本　

利
昭

東
海
支
部
だ
よ
り
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清
友
会
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
広
報
活
動
に
対
す
る
援
助

を
は
じ
め
、
在
校
生
の
活
動
支
援
な
ど
、
多
方
面
に
わ

た
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
臨
時
休
校
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
6
月

か
ら
分
散
登
校
が
始
ま
り
、
少
し
ず
つ
学
校
の
日
常
が

戻
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
大
勢
が
一
堂
に
会
す
る
取
組

み
は
今
も
ま
ま
な
ら
ず
、と
も
に
学
び
、
支
え
、
高
め
合

う
、
本
来
の
生
徒
ど
う
し
の
関
わ
り
も
、
様
々
な
制
約

の
も
と
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
ご
存
じ
の
と
お
り
、
昨
年
末
に
民
間
英

語
試
験
活
用
の
延
期
、
国
語
と
数
学
で
の
記
述
式
問
題

導
入
の
見
送
り
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
入
試
を
控
え
た

生
徒
た
ち
は
、
大
学
入
試
改
革
の
大
き
な
う
ね
り
に
翻

弄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
大
学
入
試
改
革（
の
混
乱
）。
未
来
へ
の

大
き
な
展
望
を
抱
き
、大
人
へ
の
階
段
を
登
っ
て
い
く
か

け
が
え
の
な
い
高
校
生
活
。そ
ん
な
豊
か
な
高
校
生
活
の

「
あ
た
り
ま
え
」を
十
分
に
享
受
で
き
ず
、
前
を
行
く
人

が
い
な
い
原
野
に
自
ら
道
を
切
り
開
い
て
い
く
と
い
う

困
難
に
、生
徒
た
ち
は
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
生
徒
を
前
に
し
て
、
い
ま
私
た
ち
教
職
員
は

ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
生
徒
と
と
も
に
正
解
の
な
い
問
い
に
向
き
合
い
、

考
え
続
け
、行
動
し
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
タ
リ
ア
の
作
家
パ
オ
ロ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ニ
ョ
さ
ん
は

著
書
の
中
で
、「
感
染
症
と
は
、
僕
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
を
侵
す
病
だ
」（『
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
僕
ら
』）と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」。
そ
れ
こ
そ
流
行
り
の

よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
新
奇
さ
や
そ
れ
を
使

い
こ
な
す
ス
キ
ル
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
、
大
切
な
も

の
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
人
と
人
と
の

心
の
繋
が
り
ま
で
疎
遠
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
は
、
清
水

谷
高
校
の
教
育
は
そ
の
本
質
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
の
時
代
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
同

時
に
、そ
の
よ
う
な
こ
と
を
心
に
と
め
て
、教
職
員
は
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
の
伴
走
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

清
友
会
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
様
々
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ

　
　

大
切
に
し
た
い
、

　
　
　
　

心
の
繋
が
り

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
学
校

�

校
長 
田
中 

隆
博
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� 校長 田中 隆博 � PTA会長 藤本 都也子

創立120周年を
� 迎えるに当たって

創立120周年に寄せて

120年の
　　重みを胸に

　1901（明治34）年、大阪府立清水谷高等女学校の開校から
数えて120年。人ならば２度目の還暦を迎える節目の年に、
この学校の一員であることをとても嬉しく思います。
　初代校長大村忠二郎先生は清水谷の教育を語る中で、
「…自動自活　教授はとかく注入的他動的に陥るのが通弊
でありますが、本校では成るべく生徒を活動させる積りで、
何事も自動的に自ら構造し自ら発表する…」（『清水谷百年
史』P.30）と述べておられます。「自主自律」の精神の涵養を旨
として、“社会を生きる市民としての力量を備えた「おとな」を
育てる”という、私たちが今も大切にしている本校教育理念
の原点が、ここに確かに記されているのを知り、我が意を強
くしました。
　清水谷高校の長い歴史の一端に関わる者の使命として、
新しい時代に対応しながらも、見失ってはならない本校の
伝統を未来へと引き継いでまいります。

　令和２年度PTA会長を務めさせていただきます藤本都
也子です。清友会の皆様には、平素よりPTA活動に多大な
るお力添えを賜り、誠にありがとうございます。
　先日、済美館を訪ねました。立派な外観に見惚れながら
中へ入ると、貴重な資料の数々に圧倒され、魅了されまし
た。大正時代の教科書や卒業証書、歴史を物語るたくさん
の写真。120年の先人の不断の努力に、敬意を表します。今
日に至るまでには大変なご苦労があったことを推察します。
その重みを感じ、この先150年200年と続くよう継承していく
ことの大切さを実感いたしました。また一方で未来に目を向
けて、新しい時代にチャレンジしていく心を常に持ち、今す
るべきことをしっかりと見極めながらPTA活動に励んでまい
ります。
　120周年記念事業の成功に向けて、清友会の皆様にご教
示いただきながら、生徒や保護者も共に学び、学校ともより
一層の繋がりを深めて取り組んでまいります。どうぞよろし
くお願いいたします。

120周年寄稿文

　2024年、福澤諭吉翁からバトンを受け取る予定の人物
と言えば、「渋沢栄一」です。新一万円札の肖像として最
近話題に上ることが多くなってきました。「日本資本主義
の父」として有名な方ですが、清水谷との意外な縁がある
ようです。
　明治44年５月、日本女子大学校（現在の日本女子大学）
の拡張資金を募集するために関西を訪れた際に、清水谷を
始めとする複数の高等女学校に立ち寄り、生徒に「訓話」
を行った、と渋沢の日記にはあります。数多くの分野で嚆
矢となった天才・渋沢のこと、ありきたりな良妻賢母論に

とどまらず、女性こそが日本社会を支える存在たれ、と説
いたのでしょうか。それを聴いた若き女学生達は何を感じ
取ったのでしょうか。当時の訓話の内容を伝える資料は残
されていませんが、想像が掻き立てられます。
　このようなエピソードもまた、母校の歴史の１頁です。
120年の時を経て、清水谷という１冊の本は目を見張るほ
どの分厚さになりました。今後も母校がますます発展し、
この本にさらに充実した頁を加えていけるよう、皆様のお
力添えを何卒お願い申し上げます。
　「明治から令和、そして未来の友へ」

清友会会長 須藤 隆二（高34回）

○120周年記念事業実行委員会　三位一体で取り組もう！
　120周年を迎えるにあたり、学校、PTA、清友会の三者で協議し、2019年８月、「120周年記
念事業実行委員会」が結成されました。実行委員会では、清水谷の歴史的節目を共に祝い、互い
の絆を確かめ合い、母校の発展に寄与するという事業の意義が確認されました。コロナ問題で中
断はありましたが、何度か会合を重ね、準備を進めています。

○キャッチフレーズ決定！
　「清水谷120年　明治から令和　そして未来の友へ」
　実行委員会では、120周年のキャッチフレーズを決めました。明治の世に始まり未来へと続く
清水谷の絆をイメージしました。

清水谷創立120周年記念に向けて１特集
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２特集

120周年記念事業計画ついに決定！
「ラーニング・カフェ」って何？

「ラーニング・カフェ」とは

◆食堂を大改装　明るく開放的な「ラーニング・カフェ」
「ラーニング・カフェ」とは、生徒さんが自習したり、グループ学習をしたり、
飲食もできるという、明るく開放的なスペースのことです。
従来の食堂は昼食をとるためだけの場所でした。
これを「ラーニング・カフェ」として大改装し、常時開放します。
もちろん、卒業生にも開放され、清友会会員にとっても憩いの場となります。
校内で一番居心地のよい空間で、新しい学びとコミュニケーションのスタイ
ルがはじまることでしょう。
ぜひご期待ください！

◆ネーミング募集！
改装後の「ラーニング・カフェ」の名称を募集しています。
清友会事務局宛にアイデアをお寄せください。

創立120周年記念募金にご協力を！
以上の記念事業計画を実施するにあたっては、清友会会員の皆さまのご寄付によるご支援が不可欠です。
寄付総額5,000万円を目指しております。
記念事業の成功に向けて、なにとぞ会員の皆さまの力強いご支援をよろしくお願い申し上げます。

ご寄付の際には同封の�郵便振替用紙郵便振替用紙  をご活用ください（手数料はかかりません）。

どうするコロナ問題？

気になるのは新型コロナ問題です。
「創立120周年記念式典」は、来年（2021年）
10月に実施されます。
他方「祝賀会」は、数百人規模の祝宴と
なりますため、コロナ問題を考慮してさら
に１年後の2022年秋に開催することとなり
ました。
なにとぞご理解のほどお願い申し上げます。
どんな状況であっても、清水谷への思いは
変わりません。コロナに負けず、卒業生の
結束力を示し、母校に素晴らしい贈り物を
しようではありませんか。

創立120周年記念事業計画の概要

（大阪府立高津高校　創立100周年記念HPより）

　創立120周年記念事業計画の柱は以下の４つです。

①教育施設の寄贈
　�現在の食堂（体育館１階）が「ラーニング・カフェ」に生まれ
変わります。お隣の高津高校でも創立100周年に実施され、大
好評を得ています（写真ご参照）。

②記念式典・祝賀会の実施
　�記念式典とは、在校生、教員、PTA、清友会会員が集う公式行
事です。記念講演、文化クラブ発表などが予定されています。
　�祝賀会は、清友会主催の大パーティです。清水谷の歴史に思
いをはせ大いに祝いましょう。

③記念誌の発行
　�清水谷の120年の歴史を収録した冊子を発行します。これを
読めば皆さんも清水谷通に！

④記念グッズの頒布
　�特製タオルハンカチ、キーホルダーなど、各種記念グッズを
製作し、頒布します。

食堂が開放的なカフェへ
卒業生も利用できる憩いの場に

現在の食堂が
こんな風に
おしゃれに↓

※ご寄付をいただきました方で、掲載を希望されない方を除き、寄付者名簿に掲載させていただく予定です。
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　「コロナ禍をこえて母校は今！」在校生に聞く３特集

インタビューは、令和２年10月24日、学校の
教室にて行いました。
礼儀正しく、受け答えのはっきりした、本当に
素晴らしい皆さんでした。
清水谷の生徒さんは、誇れる後輩です。
あらゆる事、全力で応援したいと心から思い
ました。
田中校長先生の御理解を頂き、林先生、赤松
先生のサポートを頂きました。先生方、お世話
になりました。
橋本副会長、中塚理事、楠理事がお話を聞か
せて頂きました。

卒業生が誰一人として経験した
事がない、コロナによる長期の学
校閉鎖。この困難な状況下、在校生
は、何を考え、どう危機を乗り越え
ようとしているのか。
清水谷高校 自治会の皆さんにリアル
な状況を直接お聞きしました。
答えて下さったのは、１年生の服部
さん、安尾さん、山田君、２年生の
田中君、橋本君、大坪さん、以上の
メンバーです。
（1年生の平家さんは、残念ながら
欠席でした）

いきなり休校となって、4
月になっても全然学校に
行けなくなったけど、正直
どんな気持ちでした？

問
全然、実感がわかず、何をしてい
いか‥。新入生（1年生）は、健康
診断等、２回だけ登校。６月から
分散登校で、会ったのはクラスの
半分だけ。やっぱり友達、先生に
会いたかったです。

生徒さん

先輩！ 又、来て下さいね！

問

生徒さん

直接会うのと、ライ
ンのやりとりの違い
は感じました？

ラインでやりとりしてた
けど、会って話をしたら、
全く違う印象で本当に
ビックリしました。 コロナ騒動で、どんな変化がありました？　　

又、どんなサポートあればいいな、と思いま
したか？

今まで全く経験した事のない事を体験して自分では
どうしようもない事を受け入れ、強くなる必要を感じ
ました。納得できない事を受け入れる強さを学びま
した。
サポートは、私学のように授業のオンライン化、男子
トイレ増設、部室の増設、そして食堂をもっときれい
にしてほしいです。「先輩、助けて下さい（笑）」

問
生徒さん
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教
頭　

大
谷　

勉

　

清
友
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
本

校
教
育
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。さ

て
、
清
水
谷
高
校
は
、「
学
習
活
動
の
充
実
」「
部
活
動
の
振
興
」

「
自
治
活
動
の
尊
重
」を
三
つ
の
柱
に
掲
げ
、
４
つ
の
力『
４
Ｃ
：

Consider

（
か
ん
が
え
る
力
）・Com

m
unicate

（
つ
な
が
る
力
）・

Create

（
つ
く
り
だ
す
力
）・Change

（
か
え
て
い
く
力
）』の
育
成

を
め
ざ
し
、日
々
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。本
校
の

特
色
や
魅
力
を
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
中
学
生
や
そ
の

保
護
者
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
校
内
で
の
説
明
会
、

そ
し
て
学
校
外
で
開
催
さ
れ
る
説
明
会
に
も
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
ス
タ
ー
ト
は
７
月
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
行
わ
れ
る『
大
阪

府
公
立
高
校
進
学
フ
ェ
ア
』（
大
阪
府
教
育
委
員
会
主
催
）で
す
。

大
阪
府
内
の
公
立
高
校（
約
１
８
０
校
）が
一
堂
に
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
約
１
５
、０
０
０
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま

す
が
、
清
水
谷
高
校
ブ
ー
ス
に
も
約
２
、２
０
０
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、清
水
谷
高
校
が
会
場
と
な
る
説
明
会
は
８
月
末
と
１
月
、11

月
に
は
中
学
生
対
象
の
体
験
入
学（
約
５
０
０
名
の
参
加
者
）を

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た（
参
加
者
数
は
８
月
末
約
１
、５

０
０
名
・
１
月
約
６
０
０
名
、
11
月
約
５
０
０
名
）。
さ
ら
に
、
地

元
大
阪
市
内
の
中
学
校
が
主
催
す
る
説
明
会
や
各
区
に
あ
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
主
催
の
説
明
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
広
報
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
説
明
会
に
お
け
る

清
水
谷
高
校
の
紹
介
に
は
、
平
成
26
年
度
改
訂
の『
学
校
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
』を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。平
成
31（
令
和
元
）年
度
の
最

終
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
付
枚
数
は
約
６
、５
０
０
枚
で
し
た
。

こ
の『
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』は
毎
年
、
清
友
会
様
の
寄
贈
に
よ

り
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
る『
新
学
習
指
導
要
領
』を
見
据
え
、

『
創
立
１
２
０
周
年
』と
い
う
節
め
を
機
に『
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
』を
大
き
く
改
訂
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�

＊
説
明
会
参
加
者
数
は
平
成
31（
令
和
元
）年
度
。

　

新
し
く
な
っ
た『
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』は
、
シ
ン
プ
ル
な
が

ら
も
清
水
谷
の
雰
囲
気
が
よ
り
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し

た
。
掲
載
し
た
写
真
に
は
、
多
く
の
生
徒
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
高
校
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
題
字
は
書
道
部
、
イ
ラ
ス
ト
は
美
術
部
の
作
品
で
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
卒
業
生

が
引
き
受
け
て

く
れ
ま
し
た
。

清
水
谷
高
校
へ

の
想
い
が
つ
ま

っ
た
素
敵
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が

で
き
あ
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
�

『
新
し
く
な
っ
た

『
新
し
く
な
っ
た

　
　

学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』

　
　

学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』

『
新
し
く
な
っ
た

　
　

学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』

（令和元年9月）文化祭

（1月）かるた大会

（10月）北海道（ニセコ・ルスツ方面）へ HR 合宿に行きました！
　　　民泊や体験学習、小樽観光です。

『学校行事』
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❖11月 5ブロック音楽祭（府立夕陽
丘高等学校 ヴィオーラホール）

❖11月 第69回大阪府高等学校音楽
会（大東市サーティーホール）

❖12月 てんのうじ吹奏楽フェステ
ィバル（クレオ大阪中央）

❖12月 第26回全国高等学校選抜オ
ーケストラフェスタ（東京新宿区
日本青年館）

❖2月 第40回大阪府高等学校芸術文
化祭（池田市アゼリアホール）

❖6月 大阪府合唱祭
❖8月 NHK全国学校音楽コンクール

大阪大会（銅賞）
❖8月 大阪府合唱コンクール（銀賞）
❖9月 「敬老の集い」における演奏
❖10月 ハンブルク聖ニコライ教会

少年合唱団との交流
❖11月 第5ブロック音楽会
❖12月 Genelations〈大阪公演 in 京

セラドーム〉出演
❖12月 あべの HOOPクリスマスライブ
❖2月 大阪府ヴォーカルアンサンブ

ルコンテスト（1年：金賞、2年：金賞）

❖大阪高校芸術文化祭日本音楽部門参加。
❖なかなか経験することのできない

箏の演奏を楽しみ、邦楽の美しさ
を学んでおります。

オーケストラ・アンサンブル部

合唱部

筝曲部

❖第74回大阪高等学校総合体育大会 中央大会
　1年男子：400m（5位入賞）51秒76 
　2年男子：三段跳び（7位入賞）13m65
❖第70回全国高校駅伝 大阪予選会（出場）
❖第31回全国高校女子駅伝 大阪予選会（出場）
❖第61回大阪高等学校駅伝競走大会（出場）
❖第32回大阪高等学校女子駅伝競走大会（出場）

❖令和元年度 第74回 大阪高校総合
体育大会 2回戦

❖高円宮杯 U-18サッカーリーグ2019OSAKA
　4部 中河内 ･ 南河内 上位 Bグループ 4位
❖第35回 天理カップ サッカー大会

準優勝（33チーム参加）

❖第75回大阪高等学校総合体育大会(出場)
❖第99回全国高等学校ラグビーフッ

トボール大会予選 ( 出場 )
❖近畿高校少人数交流大会 大阪代表選抜

❖現在、休部中

❖大阪高校総体予選 
　団体戦（男子）：初戦敗退（vs 初芝立命館） 
　団体戦（女子）：初戦敗退（vs 交野） 
　個人戦（男子）：初戦敗退（2名） 
　 個人戦（女子）：2回戦敗退（1名）・初

戦敗退（1名）
❖大阪高校総体 
　 団体戦（女子）:1回戦勝利（vs 旭）、2

回戦敗退（vs 精華）
❖大阪高校新人大会 
　団体戦（女子）：1回戦敗退（vs 清教学園）
　個人戦（男子）：初戦敗退（1名）
　個人戦（女子）：初戦敗退（2名）

陸上競技部

サッカー部

ラグビー部

柔道部

剣道部

❖大阪高等学校選手権大会 1回戦敗退
❖公立校大会（東地区） 準決勝リーグ進出
❖大阪高等学校新人大会（東地区） 1回戦敗退

❖大阪総体（ウィンターカップ予選） 
　 1回戦 62-48（vs 大産大高）、 

2回戦 35-94（vs 金岡高）
❖5クラシックカップ（旧5学区大会） 
　1回戦 58-42（vs 八尾北）、 
　2回戦 39-51（vs 夕陽丘）
❖新人戦 
　2回戦 19-69（vs 夕陽丘）

❖大阪高校総体地区予選 2回戦進出
❖大阪高校新人大会 一次予選（部別）2部残留
❖公立高校大会 予選敗退
❖大阪高校新人大会 二次予選 2回戦進出

❖秋季部別 1部リーグ3位（1部残留）
❖ウィンターカップ 1部リーグ3位

❖中央大会 個人種目（22種目）で進出。
❖近畿新人大会 

女子50m 自由形（出場）、男子100m
自由形（出場） 
男子50m バタフライ（出場）、 
男子400m リレー（出場）

男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

男子バレーボール部

女子バレーボール部

水泳部

❖第13回第3学区テニストーナメント（ダブルス） 
　予選（優勝）、本戦（8位）
❖第13回第3学区テニストーナメント（シングルス） 
　予選（優勝）、本戦（16位）

❖大阪公立高校テニス大会 個人戦（本戦出場）
❖2年生13名、3年生3名で活動しています。

❖春季大会 個人戦・団体戦（ともに惜敗）
❖高校総体 ダブルス 中央大会（ベスト64）
❖公立校大会 地区予選 ダブルス（3

位）→中央大会（ベスト32）
❖公立高校ウィンターカップ地区予選 

ダブルス（優勝）→中央大会（ベスト32）
❖高校総体新人戦 地区予選 ダブルス

（ベスト8）→中央大会（ベスト32）
❖近畿インドア・ハイジャパ予選  

シングルス（ベスト32・ベスト64）
❖八尾市民大会 ダブルス（優勝）

❖大阪府立公立高校夏季大会 ダブルス
（中央大会進出が2ペア並びにベスト8）

❖八尾市民大会 ダブルス（3位）
❖大阪府立公立高校ウィンターカッ

プ ダブルス（中央大会進出）
❖大阪公立高等学校 ソフトテニス

大会 ダブルス（5位）
❖大阪高体連 ダブルス（秋季 中央

大会進出）

男子硬式テニス部

女子硬式テニス部

男子軟式テニス部

女子軟式テニス部

2019年度 男子 
❖大阪府公立高校大会 シングルス（ベスト64）
2019年度 女子 
❖チャレンジカップ初級の部 ダブルス（準優勝）
❖普及大会 シングルス（ベスト8）
❖全日本ジュニア予選 シングルス（ベスト64）
❖全国選抜 シングルス（予選ベスト16）

❖令和元年度 夏季大会 
　1回戦 9-1（vs 羽衣学園）、 
　2回戦 0-12（vs 明星）
❖令和元年度 秋季大会 
　1回戦 1-7（vs 関西大倉 )

❖第13回第3学区高等学校バドミントン大会 
　ダブルス（優勝）・シングルス（3位）

❖ 第73回大阪高等学校春季バドミン
トン競技大会（春の大会） 
団体戦（ベスト32）、シングルス（ベ
スト64）

❖第74回大阪高等学校総合体育大会
バドミントン競技の部（夏の大会） 
シングルス（ベスト64）

❖公立高校旧第3学区バドミントン大会 
（予選） 

1部：シングルス（1位と3位）、ダブルス
（2位） 
2部：シングルス（2位と3位）、ダブルス

（3位と3位） 
（本戦） 

シングルス（ベスト8）、ダブルス
（ベスト8）

❖第67回大阪高等学校バドミントン
選手権大会（冬の大会） 
ダブルス（ベスト32）

卓球部

硬式野球部

男子バドミントン部

女子バドミントン部

❖部員は少ないですが、毎週水曜日、
和やかに練習しています。文化部
発表会や文化祭でお点前を披露
し、お客様に喜んでいただくこと
を励みにしています。

❖文化部発表会や文化祭で、いけ花
の展示。

❖文化祭では、来校者に対し「いけ花
体験会」を実施。

❖8月、いけ花競技会に参加。

❖6月 クラブ発表会：ロビー作品展示
❖8月 生徒錬成会（大阪府下）参加
❖9月 文化祭：ロビー作品展示（書道室）

並びに書道パフォーマンス披露（中庭）
❖11月 大阪府高等学校芸術文化祭

書道部門入選（7名）奨励賞受賞（1名）
❖12月 大阪府高等学校書道コンク

ール 大賞受賞（2名）
❖1月 大阪府高等学校書道展出品

❖第43回全国高等学校総合文化祭小倉百人
一首かるた部門 大阪府代表選手（1名）

❖第39回近畿高等学校総合文化祭小倉百人
一首かるた部門 大阪府代表選手（1名）

❖第73回全国競技かるた京都大会 D
級 優勝（1名）

茶道部

華道部

書道部

競技かるた部

❖アットホームな雰囲気で、のびの
びと活動しています。昨年度は文
化祭教室企画にも参加しました。

❖第12回全国高校軽音フェス（大阪
城野外音楽堂）

❖ J:COM オータムフェス（ZeppNamba）
❖第7回全国高等学校軽音楽コンテスト（東京）
❖第9回とよさと軽音楽甲子園（滋賀）
❖第8回芸文祭ウィンターフェスティバル（大阪） 
　⇒大阪音大イベントゲスト出演（梅田ブリーゼ） 
　⇒第44回全国総合文化祭出演権獲得（高知）
❖もりのみやキューズモール BASE

ロックフェスティバル（主催）

❖高等学校ダンスドリル選手権大会（出場）
❖大阪府高等学校芸術文化祭（出場）

❖第71回 高校展 19名出展
❖第37回 中央ブロック展 17名出展
❖7月末に合宿：瀬戸内国際芸術祭2019

ESS

ギター部

ダンス部

美術部

❖与える栄養の違いが、ハエトリソウの成長
に与える影響を調べる実験をしました。

❖夏合宿では、マキノ高原の森など
で主に昆虫の観察と採集・同定、ま
た星空観察を行いました。

❖文化祭では、参加型の簡単な実験
を紹介し、昆虫類の標本展示を行
いました。昨年に続き半球ドームで
プラネタリウムを上映しました。

❖今年度2・3年生の部員3名となって
います。週2回活動しています。

❖文化祭では自作のワンピースを着
て、さつまいものスティックを販
売しました。また、刺しゅうなど
手芸にも挑戦中です。

❖学校紹介 PVの改訂に向け、学校行事
の際に映像素材の収集に努めてきた。
自治会とも協力して、最終的な収集を
春期休業中に計画していたが…。

自然科学部

囲碁・将棋部

家庭科部

電子工学部
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回
生
幹
事
会
だ
よ
り

　
「
今
、再
び
、出
発
！！
」

�

回
生
幹
事
会
議
長　

高
34
回　

橋
本　

一
志

第３回　清友会フューチャーは、開催に向けて奮闘中です。

　多くの皆さんが来られ、大成功に終わった昨年に続き、クラブ
代表会の皆様の御尽力により、本年も大いに盛り上がろうと準備
を進めて参りました。しかしながら、新型コロナウイルスの感染
防止対策の観点より、開催を断念しました。
　ぎりぎりまで、可能性を検討しましたが、清水谷高校での開催
でもあり、中止とさせていただいた事、あらためて御報告させて
いただきました。

　さて、残念な御報告ですが、この度、10年にわたりクラブ代表
会議長を務めていただきました橋谷吉郎様が御都合によりご退任
されました。長きにわたりフェスタ清友を盛り上げて下さり、あ
りがとうございました。
　後任は、クラブ代表会にて選出し、あらためて御報告させてい
ただきます。

（副会長　高33回　山口元美）

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、

い
ま
だ
に
収
束

の
兆
し
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、

大
変
な
状
況
に
お
ら
れ
る
清
友
会
の

皆
様
、お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

回
生
幹
事
会
と
し
て
も
、平
成
25

年　

63
回
生
の
皆
様
を
第
1
回
と
し

て
、一
度
と
し
て
中
断
す
る
事
が
な

か
っ
た「
は
た
ち
に
な
っ
た
ら
清
水

谷
」、第
8
回
、70
回
生
の
皆
様
を
対

象
と
し
た
集
い
を
止
む
な
く
中
止
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。本
来
な
ら
、こ

の
10
月
に
若
い
皆
様
と
の
楽
し
い
交

流
の
場
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

回
生
幹
事
会
も
残
念
な
が
ら
中
止

と
さ
せ
て
頂
い
た
事
、皆
様
、御
存
知

の
通
り
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
活
動
自
粛
と
な
る
直

前
、本
年
2
月
9
日
、第
2
回
の「
清

友
会
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」が
奇
跡
的
な
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
開
催
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

15
回
の
先
輩
か
ら
62
回
の
若
手
メ

ン
バ
ー
ま
で
、多
様
な
回
生
の
皆
様
が

一
同
に
集
い
、と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年（
令
和
3
年
）に
創

立
1
2
0
周
年
を
迎
え
る
我
が
母
校

で
す
が
、そ
の
記
念
式
典
、記
念
事

業
、各
種
行
事
の
具
体
的
な
計
画
が

検
討
さ
れ
始
め
、回
生
幹
事
の
皆
様

へ
も
様
々
御
協
力
を
頂
こ
う
と
始
動

を
始
め
た
矢
先
、誰
も
が
想
像
で
き

な
か
っ
た
今
回
の
状
況
で
す
。

　

同
窓
会
活
動
は
、男
女
は
勿
論
、

幅
広
い
世
代
の
皆
様
が
、清
水
谷
高

校
に
在
籍
し
て
い
た
そ
の
一
点
に
よ

り
、集
い
、語
り
合
い
、利
害
関
係
な

く
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
る
集
い

で
す
。

　

今
回
の
自
粛
は
、こ
れ
ら
同
窓
会

活
動
に
お
い
て
致
命
的
な
状
況
で
あ

り
、1
2
0
周
年
記
念
事
業
を
始
め
、

多
く
の
活
動
の
進
捗
を
阻
む
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、1
2
0
周
年
に

な
ら
ん
と
す
る
、母
校
の
諸
先
輩
は
、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
、世
界
恐
慌
、太
平
洋

戦
争
等
々
、様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
、母
校
を
守
り
、維
持
発
展
さ
せ
て

頂
い
た
事
に
よ
り
、今
日
の
伝
統
を

築
い
て
下
さ
っ
た
と
確
信
し
ま
す
。

　

現
在
、社
会
に
お
い
て
は
、様
々
な

対
策
が
取
ら
れ
、不
透
明
な
が
ら
も

改
善
へ
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

回
生
幹
事
の
皆
様
、今
の
困
難
に

負
け
る
事
な
く
、諸
先
輩
の
よ
う
に
、

再
び
、出
発
を
開
始
致
し
ま
せ
ん
か
。

　

須
藤
会
長
の
も
と
回
生
幹
事
会
の

皆
様
と
と
も
に
、母
校
、諸
先
輩
、若

手
メ
ン
バ
ー
と
の
絆
を
よ
り
強
固
と

し
、新
た
な
伝
統
の
節
目
と
し
て
、母

校
と
と
も
に
、1
2
0
周
年
を
盛
大

に
迎
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
、状
況
は
大
変
で
す
が
、今
後

と
も
、回
生
幹
事
会
の
活
動
へ
の
御

支
援
、御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高校70回生、平成30年卒業、現役大学3回生のメンバーの皆さん、本年は
残念ながら、開催できず、誠に申し訳ありませんでした。
今後については、現在検討中ですので、確定次第、御連絡させて頂きます。

　二十歳になったら清水谷！ 2020

高校71回生、平成31年卒業、今、現役大学2回生のメンバーの皆さん、母校
創立、120周年が、皆さんの「二十歳になったら清水谷！」の開催年です。
今後、具体的に検討を進めていきますので、御連絡、お待ちください。

　二十歳になったら清水谷！ 2021

清友会フューチャーとは、昨年、初めて開催致しました。清友会総
会、新年御礼会とは少し違って比較的若い世代の方々にも集いやす
い雰囲気で行う清友会として全く新しいスタイルの会です。
母校清水谷高校並びに清友会の「フューチャー」、即ち「未来」を
皆さんと語り合い親睦を深める熱気みなぎる若々しい集いです。
皆さん、お誘い合わせの上多数ご参加下さい。

※本年は令和2年2月9日、奇跡的に開催。
高62回生の方から高17回の先輩まで来て頂き盛大に開催できました。

本年も「清友会フューチャー」開催予定！
日程等、確定次第、御連絡させて頂きます！

クラブ代表会だよりクラブ代表会だより
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い
づ
み
会

本
43
回　
北
川　

良
子

　

い
づ
み
会
の
皆
様
、
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
2
年
、
新
年
互
礼
会

は
、
3
名（
赤
井
様
、
林
様
、

北
川
）が
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
清
水
谷
高
校
の

創
立
１
２
０
周
年
を
前
に

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
、
私
達
の
生
活
も
自

粛
し
て
、う
が
い
・
マ
ス
ク
・

手
洗
い
を
実
践
、
75
年
前
の

戦
時
中
と
戦
後
の
生
活
と

思
い
が
重
な
り
ま
す
。

　

現
代
は
情
報
化
時
代
で
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
富
岳
の
発
明
、
オ
ン
ラ
イ

ン
、
Ａ
Ｉ
と
云
っ
た
言
葉
を

聞
く
毎
日
で
、
早
く
出
口
が

見
つ
か
れ
ば
と
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　

い
づ
み
会
の
皆
様
、
お
身

体
ご
自
愛
を
な
さ
っ
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

追
伸　

去
年
の
秋
、
お
電

話
く
だ
さ
っ
た
4
人
で
、
お

茶
会
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
写
真
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
「
記
念
に
と
並
ぶ
笑
顔
は

女
学
生
」

紫　

苑　

会

本
44
回　

生
田
紀
久
子

　

令
和
を
迎
え
て
の
喜
び

も
束
の
間
、
大
変
な
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。

　

去
年
迄
に
知
ら
れ
て
い

な
い
新
し
い
ウ
ィ
ル
ス
に
、

私
ど
も
老
人
は〝
お
う
ち
に

い
ま
し
ょ
う
〟と
外
出
も
思

う
様
に
な
ら
な
く
数
ヶ
月

を
過
ぎ
ま
し
た
。

　

勿
論
、
世
界
中
の
広
が
り

に
唯
々
び
っ
く
り
す
る
ば

か
り
で
す
。

　

91
年
間
の
苦
し
い
思
い

出
と
し
て
戦
争
の
体
験
は

ま
と
も
に
受
け
ま
し
た
が
、

70
年
間
余
り
の
平
和
な
時

間
を
、
永
い
間
過
ご
せ
た
事

を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
世

の
中
の
変
化
に
は
、
い
ろ
い

ろ
と
学
者
や
専
門
の
方
達

に
考
え
て
い
た
だ
く
と
し

て
、
我
が
身
の
老
い
方
は
、

ゆ
っ
く
り
前
向
き
に
考
え
、

良
き
思
い
出
に
出
合
え
る

か
も
、
然
し
乍
ら
皆
様
の
お

力
を
借
り
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
す
が
90
歳
代

に
な
る
と
身
体
の
調
子
は

誰
も
同
じ
よ
う
な
話
題
に

な
り
、
後
は
気
力
で
余
生
を

楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い

ま
す
様
に
。

　

秋
に
は
、
又
、
希
望
者
で

小
旅
行
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

０
７
２
・
７
２
６
・
１
５
８
０

�
生
田
迠

　

�

写
真
は
、
平
成
27
年
10
月

２
日　

エ
ク
シ
ブ
有
馬

離
宮
に
て　

集
合
写
真

と
し
て
最
後
に
写
し
た

分
で
す
。

高
3
回
生
の
今
年

高
3
回　

飯
田　

弘
一

　

高
3
回
生
の
１
年
は
、
清

友
会
行
事
に
参
加
す
る
以

外
に
、
月
1
回
の
サ
ロ
ン
と

年
１
回
の
同
窓
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
は
、
1
月
に
開
い

た
後
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
2

月
か
ら
５
月
は
自
粛
、
6
月

か
ら
正
午
に
開
始
に
改
め

て
続
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
心
斎
橋
の
会
場
が

閉
店
し
た
た
め
、
日
本
料
理

店
を
探
索
中
で
す
。

　

同
窓
会
は
、
今
年
は「
米

寿
大
会
」で
終
わ
り
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
状
況

か
ら
た
め
ら
う
方
も
多
か

ろ
う
、
ま
た
、
会
場
問
題
も

重
な
っ
て
、
今
年
は
残
念
な

が
ら
中
止
し
、
来
年「
卆
寿

大
会
」と
し
て
最
後
の
宴
と

す
る
こ
と
を
会
員
に
連
絡

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

90
に
近
い
老
人
達
に
と

っ
て（
老
人
と
言
わ
れ
た
く

な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
）1

年
は
長
い
こ
と
で
す
。

　

摂
生
し
て
い
た
だ
い
て

明
る
い
顔
を
見
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
報
告
い
た
し
ま

す
。

高
4
回
生
の
集
い

高
4
回　

木
村　

一
彦

　
「
七
夕
会
」（
東
京
地
区
）

�

…
写
真
右

　

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
し
ま
し
た
。

tel  : 06 - 6360 - 9300
http://suda-zeimukaikei.com

〒540 ‐ 0038
大阪市中央区内淡路町１－３－４　福智ビル 5階　500 号
　（地下鉄 「天満橋駅」 より徒歩 5分）

須田肇税理士事務所

税理士 須 田  肇
　　　　　　（高 23 回） 

Suda Hajime CPTA Office
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「
ひ
つ
こ
く
生
き
る
会
」

（
大
阪
地
区
）…
写
真
左

　

本
年
は
、
令
和
2
年
11
月

27
日（
金
曜
日
）に
開
催
予

定
で
す
。

苦
難
に
出
逢
っ
て

気
づ
く
こ
と

高
５
回　

白
井
嘉
世
子

　

年
明
け
２
月
中
旬
頃
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
と
、

梅
雨
に
重
な
っ
た
50
年
ぶ

り
と
も
い
わ
れ
る
集
中
豪

雨
が
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
心
痛
む
毎
日
で
す
。

　

私
達
高
５
回
生
は
超
大

型
室
戸
台
風
が
来
た
年
の

生
ま
れ
で
す
。

　

小
学
校
は
国
民
学
校
と

改
称
さ
れ
た
時
の
新
一
年

生
。

　

そ
の
年
に
第
二
次
世
界

大
戦
が
勃
発
、
幼
く
し
て
親

元
を
離
れ
て
の
集
団
疎
開

中
に
大
阪
大
空
襲
が
続
き

大
切
な
家
族
と
家
を
な
く

さ
れ
る
と
い
う
壮
絶
な
体

験
を
さ
れ
た
方
さ
え
身
近

に
お
ら
れ
ま
す
。

　

終
戦
後
に
は
、
学
制
改
革

が
あ
り
新
制
中
学
一
年
生
。

　

高
校
で
は
、
清
水
谷
高
女

が
高
津
中
学
と
合
流
し
、
初

め
て
男
女
共
学
が
実
施
さ

れ
た
年
の
高
校
一
年
生
で
、

そ
の
秋
の
大
型
ジ
ェ
ー
ン

台
風
の
頃
は
細
か
い
予
報

が
な
く
被
害
者
が
沢
山
出

ま
し
た
。

　

現
在
86
歳
に
も
な
り
特

殊
な
節
目
、
節
目
の
変
革
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
体
験
は

我
慢
強
さ
、
粘
り
強
さ
を
育

て
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
直
面
す
る
コ
ロ
ナ

問
題
も
、
日
本
の
英
知
を
結

集
し
て
示
さ
れ
た
公
の
ル

ー
ル
を
皆
で
守
り
あ
っ
て
、

我
慢
強
く
新
し
い
生
活
様

式
に
馴
染
ん
で
こ
そ
、
明
る

く
安
心
な
日
常
が
取
り
戻

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

年
一
度
の
楽
し
み
の
高

５
回
同
窓
会
は
只
今
延
期
中

で
す
。

　

清
友
会
１
２
０
周
年
記

念
事
業
が
無
事
に
開
か
れ

ま
す
よ
う
心
か
ら
念
じ
ま

す
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

高
７
回　

石
崎　

龍
平

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で

２
ヶ
月
毎
の
食
事
会
も
、
春

の
ハ
イ
キ
ン
グ
・
オ
ペ
ラ
観

賞
も
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
中
が
政
府
か
ら
国

民
迄
大
騒
ぎ
に
、
そ
こ
で
思

い
出
し
た
の
は
信
じ
て
疑

わ
な
か
っ
た
大
東
亜
戦
争

に
負
け
て
大
混
乱
に
な
っ

た
あ
の
時
代
の
こ
と
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
大

阪
空
襲
で
２
軒
あ
っ
た
我

が
商
家
は
焼
失
。

　

当
時
は
持
続
化
給
付
金

も
一
律
10
萬
円
も
な
く
、

通
っ
て
い
た
西
宮
の
小
学

校
も
空
襲
で
消
滅
。

　

今
迄
正
し
い
と
教
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
が
総
て
否

定
さ
れ
、
半
年
近
く
学
校
に

行
け
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
私
個
人
の
心
境

と
し
て
は
学
校
に
行
か
な

く
て
よ
い
の
で
嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

子
供
が
可
哀
想
と
か
勉

強
が
遅
れ
る
等
と
は
誰
も

言
わ
な
か
っ
た
。

　

学
生
が
２
・
３
ヶ
月
学
校

に
行
け
な
く
て
も
人
生
に

於
い
て
、
何
ん
の
ハ
ン
デ
ィ

に
も
な
ら
な
い
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

　

政
府
に
い
ろ
い
ろ
注
文

を
着
け
る
の
も
よ
い
が
、
世

の
中
に
は
不
条
理
や
不
平

等
な
こ
と
は
幾
ら
で
も
あ

る
の
が
普
通
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

此
の
よ
う
な
正
論
で
な

い
こ
と
を
言
う
と
時
代
が

違
う
と「
キ
ッ
ト
」炎
上
す

る
の
で
し
ょ
う
。

高
10
回
生　

 
 

同
窓
会
だ
よ
り

高
10
回　

吉
岡　

道
夫

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
世
界
中
に
拡
散

し
、
我
が
国
で
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

　

大
変
な
世
の
中
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
高
10
回

同
窓
の
皆
様
は
如
何
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
30
年
に〝
傘
寿
の

会
〟を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
満
80
歳
を
迎
え

る
今
年
の
6
月
8
日
に
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

で
同
窓
会
を
開
催
す
べ
く

昨
年
か
ら
計
画
し
、
準
備
が

整
い
３
月
に
は
皆
様
に
案

内
状
を
発
送
す
る
予
定
で

し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
問
題
が

発
生
し
た
た
め
、
発
送
直
前

の
3
月
に
緊
急
幹
事
会
を

開
き
検
討
の
結
果
、
今
年
の

同
窓
会
開
催
を
断
念
し
1

年
間
延
期
す
る
こ
と
と
決

め
ま
し
た
。

　

誠
に
残
念
で
す
が
、
我
々

の
年
齢
を
考
慮
し
た
苦
渋

の
決
断
で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
次
回
の
高

10
回
生
同
窓
会
は
来
年
、
令

和
3
年
6
月
7
日
に
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に

て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
来
年
3
月
頃

に
ご
案
内
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
何
か
と
厳

し
い
情
勢
が
続
く
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ま
く
れ
ぐ
れ

も
お
身
体
ご
自
愛
の
上
、
来

年
6
月
に
お
元
気
で
再
会

で
き
ま
す
こ
と
祈
っ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
残
念

高
11
回　

秦　
　
　

正

　

私
達
、
高
11
回
生
は
大
半

が
今
年
か
ら
来
年
に
か
け

て
80
歳
を
迎
え
ま
す
。
高
校

社会福祉法人　しんもり福祉会

平 和 の 子 保 育 園

平和の子　子どもの家
留守家庭児童対策事業

らっこデイサービスセンター
障がい児通所支援事業

tel.06-6954-5523

大阪市立両国保育所（委託運営）
tel.06-6951-3083

〒535-0022�大阪市旭区新森7-1-5 �tel.�06-6954-0524��fax.�06-6954-1961

理事長　松 野 五 郎 （高8回）
社会福祉士
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時
代
に
は
は
る
か
遠
く
に

あ
る
針
の
一
点
の
存
在
で

想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た

点
に
た
ど
り
着
き
、
続
い
て

が
ん
ば
っ
て
米
寿
に
向
か

お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

3
年
間
の
ク
ラ
ス
分
け

が
変
形
で
、
そ
れ
が
卒
業
し

て
か
ら
の
同
期
会
、
同
級
会

に
影
響
し
ま
し
た
。
1
、
2

年
が
男
女
同
数
の
ク
ラ
ス

で
3
年
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
り
ク
ラ
ス
分
け
。
男
女

の
比
率
は
非
常
に
い
び
つ

に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た

め
か
同
窓
会
と
い
え
ば
1
、

2
年
の
ク
ラ
ス
ご
と
の
同

級
会
だ
け
で
し
た
。
私
の

1
、
2
年
Ｃ
組
同
級
会
は
2

年
お
き
に
開
か
れ
い
つ
も

あ
っ
と
い
う
間
の
3
時
間
。

二
次
会
は
北
新
地
で
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
恒
例
。
直
近

の
2
回
は
住
吉
大
社
で
祈

祷
を
受
け
神
社
で
宴
会
。

　

学
年
同
窓
会
は
16
年
前

に
始
め
て
開
か
れ
以
後
4

年
ご
と
に
開
催
。
後
日
送
ら

れ
て
き
た
各
回
の
写
真
の

ど
れ
も
に
写
っ
て
い
る
同

期
生
は
ま
さ
に
破
顔
一
笑

そ
の
も
の
。
部
活
の
仲
間
、

3
年
生
の
同
級
生
と
の
再

会
。
最
後
に
皆
が
手
を
つ
な

ぎ
会
場
全
体
に
広
が
り［
校

歌
］［
高
校
三
年
生
］を
歌
い

あ
げ
４
年
後
の
再
会
を
約

束
し
ま
す
。

　

東
京
で
は
毎
年
3
月
最

後
の
土
曜
日
に
千
鳥
が
淵

の
観
桜
会
を
か
ね
て
東
京

同
期
会
が
あ
り
ま
す
。
10
時

に
集
ま
り
桜
並
木
の
散
策
。

宴
会
の
後
二
次
会
、
三
次

会
。
大
阪
へ
の
最
終
新
幹
線

の
ぞ
み
で
帰
る
大
阪
か
ら

の
友
を
東
京
駅
に
送
っ
て

解
散
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
の
観

桜
会
が
中
止
に
続
い
て
秋

の
最
後
と
さ
れ
て
い
た
学

年
同
窓
会
が
中
止
。
本
当
に

残
念
で
す
。
最
後
に
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
高
12
回
生
同
窓
会
」と

 

「
清
田
会
」の
ご
案
内

高
12
回　

杉
野　

利
彦

　

令
和
元
年
9
月
に
第
10

回
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
、
66

名
の
出
席
が
有
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
開
催
準
備
会
を

維
持
す
る
こ
と
も
困
難
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
皆
様

の
ご
意
見
を
広
く
お
聴
き

し
た
所
、
次
回（
第
11
回
）を

最
後
と
す
る
ご
意
見
が
多

く
を
占
め
ま
し
た
。

　

我
々
が
60
歳
の
時
に
始

ま
っ
た
高
12
回
生
同
窓
会

も
80
歳
の
時
に
終
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
へ
の
準
備
委
員
会

は
17
名（
委
員
長
は
Ｅ
組
の

蘆
田
容
子
さ
ん
）で
、
今
春

に
初
会
合
を
持
ち
、
令
和
2

年
10
月
開
催
の
予
定
と
し

ま
し
た
が
、
ご
多
分
に
も
れ

ず
コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ
の
後
、

集
ま
る
こ
と
も
で
き
ず
、
秋

に
落
ち
着
い
て
か
ら
再
度

集
ま
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

非
常
に
流
動
的
な
情
勢

で
す
が
、
準
備
委
員
会
は
最

後
の
同
窓
会
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

内
容
が
決
定
し
ま
し
た

な
ら
皆
様
に
ご
案
内
致
し

ま
す
。

　

な
お
、「
清
田
会
」は
今
年

も
開
催
予
定
で
す
。
ご
参
加

下
さ
い
。

　
（
写
真
は
昨
年
秋
、
岩
倉

実
相
院
）

高
15
回
生

　
　

Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ス
会

高
15
回　

増
田
美
也
子

　

還
暦
か
ら
始
め
て
後
期

高
齢
者
と
な
る
ま
で
、
毎
年

欠
か
さ
ず
に
2
年
3
年
Ｇ

組
合
同
ク
ラ
ス
会
で
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
が
出

始
め
た
2
月
2
日（
日
）に
、

男
性
11
名
女
性
9
名
の
参

加
者
20
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

初
参
加
さ
れ
た
方
の
人

生
を
振
り
返
る
話
で
盛
り

上
が
り
、
皆
の
健
康
状
態
の

心
配
や
自
慢
で
お
開
き
と

な
る
何
時
も
通
り
の
楽
し

さ
で
し
た
。

　

毎
年
2
月
に
全
日
空
ク

ラ
ウ
ン
・
プ
ラ
ザ
に
て
午
後

1
時
開
始
と
決
め
て
開
催

し
、
ク
ラ
ス
を
越
え
て
友
の

輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

次
回
は
令
和
3
年
2
月

14
日（
日
）午
後
1
時
よ
り

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
の
垣
根
を
越
え

て
学
年
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

同
期
会
を
延
期
し
ま
す

高
15
回　

川
口
凌
太
郞

　

昨
年
度
の
会
報
で
、
今
年

10
月
に「
高
15
回
同
窓
会
」

を
開
催
す
る
と
ご
案
内
し

て
い
ま
し
た
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
が
収

ま
ら
な
い
状
況
で
、
同
窓
会

で
和
気
藹
々
と
談
笑
し
、
愉

し
く
会
食
す
る
こ
と
は「
三

密
」を
避
け
ら
れ
な
い
と
判

断
し
延
期
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
楽
し
み
に
お

待
ち
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜
り
た

く
存
じ
ま
す
。

　

来
年
は
、
可
能
で
あ
れ
ば

令
和
3
年
10
月
に
開
催
い

た
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

ご
案
内
は
通
信
費
節
約

の
為
、
直
近
2
回
の
同
窓
会

に
ご
参
集
い
た
だ
い
た
方

に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ご
了
承
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
来
年
度
の
会
報

の「
回
生
だ
よ
り
」に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

令
和
2
年
の｢

三
九
会｣

清
水
谷
高
校
16
回
生

同
窓
会
を
中
止
し
ま
す

高
16
回　

加
藤　

敏
躬

　

７
月
９
日
、
睡
蓮
の
花
が

真
っ
盛
り
の
大
阪
市
立
長

居
植
物
園
カ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン
で
、
幹
事
会
を
開
き
ま

し
た
。
天
井
も
高
く
、
席
が

密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
る
。
集
ま
っ
た
の

は
７
人
、
前
年
の
同
窓
会
の

収
支
報
告
と
今
年
の
開
催

計
画
が
テ
ー
マ
。

　

初
春
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
、
そ
の
感
染

が
収
ま
り
そ
う
に
な
い
中

で
、
開
催
の
可
否
が
話
題
に

な
っ
た
。
外
出
自
粛
が
続
い

た
か
ら
、
少
し
は
外
に
出

て
、
伸
び
伸
び
す
る
機
会
を

持
っ
た
方
が
い
い
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。
一
理
あ

る
。
し
か
し「
飲
食
を
伴
う

少
人
数
の
集
ま
り
」が
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
機
会
を
作

っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も

見
過
ご
せ
な
い
。
密
閉
空

間
、密
集
、近
距
離（
互
い
に

手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
距
離
）

で
の
会
話
や
発
声
な
ど
、
い

わ
ゆ
る「
三
密
」と
同
窓
会

は
隣
合
わ
せ
だ
。
今
年
は
中

止
を
決
定
し
た
。
再
開
は
来

年
、
時
と
場
所
は
幹
事
会
で

改
め
て
相
談
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
長

居
植
物
園
は
広
い
し
、
見
あ

き
な
い
。
会
場
候
補
に
入
れ

て
お
こ
う
。

17
回
生
同
窓
会

 

（
２
０
２
０
年
）の
ご
報
告

高
17
回　

瀬
見　

英
利

　

私
達〝
高
17
回
生
〟、
母
校

を
巣
立
ち
早
く
も
55
年
が

経
過
、
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

方
々
も
約
10
％
の
35
名（
報

告
分
）を
超
え
、
明
日
は
我

が
身
か
？
と
冗
談
を
云
い

な
が
ら
、
毎
年
5
月（
２
０

１
０
年
か
ら
は
毎
年
開
催
）

に
大
阪
で
同
窓
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
同

時
期（
5
月
）に
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、残
念
な
が
ら
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍（COVID-19

）
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の
影
響
で
中
止（
来
年
に
延

期
）す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
２
０
１
９
年
5

月
26
日「
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ

ル
」に
て
開
催
し
ま
し
た
。

毎
回
元
気
に
参
加
頂
く
方
、

久
し
振
り
に
参
加
頂
い
た

方
等
27
名
の
ご
出
席
を
頂

き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
近

況
報
告（
各
分
野
で
現
役
活

動
を
さ
れ
て
い
る
方
が
多

く
お
ら
れ
ま
す
）や（
高
校

時
代
の
羽
目
を
外
し
た
）思

い
出
話
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

［
写
真
は
そ
の
時（
昨
年
）の

モ
ノ
で
す
］

来
年（
２
０
２
１
年
）は

コ
ロ
ナ
禍
の
波
が
収
ま
り
、

同
窓
会
が
開
催
出
来
、
多
く

の
同
窓
の
方
々
が
集
ま
っ

て
頂
け
ま
す
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
下
の

「
集
い
」

高
18
回

三
木　

完
二

昨
年
11
月
18
日（
月
）に

大
阪
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル（
森
ノ

宮
）で
開
催
し
た
18
回
生
の

同
窓
会
か
ら
、
２
～
３
ヶ
月

後
に
は
、
予
想
も
し
な
か
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
第

一
波
が
、
襲
っ
て
来
ま
し

た
。
ま
さ
か
の
夏
に
ま
で
続

い
て
、
今
や
、
第
二
波
が
目

の
前
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
の
前

に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
寄

り
集
ま
っ
て
の「
同
窓
会
」

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
、
参
加
で
き
な
い
同
級
生

と
も「
交
流
」で
き
る
手
段

を
活
か
せ
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
、
と
思
案
し
て
い
た
こ

と
で
し
た
。
そ
こ
で
、「
文

集
」を
作
る
こ
と
を
思
い
つ

き
、
同
窓
会
当
日
、
皆
さ
ん

に
提
案
し
た
の
で
し
た
。

70
年
を
生
き
て
き
て
、
思

い
も
よ
ら
ぬ
、「
三
つ
の
密

接
」を
避
け
る
時
節
の
到
来

で
す
。
こ
の
希
有
な
時
節
に

体
験
し
た
こ
と
を
、
ぜ
ひ
と

も
文
章
発
信
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
波

が
、「
文
集
」発
行
に
際
し

て
、
呼
び
水
、
渡
り
の
船
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
願
っ
た

り
か
な
っ
た
り
で
す
。
ウ
ィ

ズ
・
コ
ロ
ナ
下
の「
集
い
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

２

０
２
１
年
１
月
15
日
ま
で

に
、
投
稿
を
お
願
い
し
ま

す
。

携　

帯
：090-9095-0019

、

メ
ー
ル
：blue@

spring.
em
ail.ne.jp�

紅
葉
狩
り
ハ
イ
ク

高
19
回

矢
野　
　

直

昨
年
11
月
、
恒
例
の〝
紅

葉
狩
り
ハ
イ
ク
〟を
、
京
都

善
峯
寺
を
目
的
地
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

急
坂
の　

果
て
に
寺
あ
り

　
　

蔦
楓

　

遊
龍
の　

名
負
ひ
松
ヶ
枝

　
　

モ
ミ
ヂ
嚥
む

　

山
寺
や　

市
街
遠
望

　
　

秋
の
風

今
春
予
定
し
て
い
た〝
観

桜
ハ
イ
ク
〟は
、
万
が
一
の

新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
危

惧
し
、中
止
し
ま
し
た
。

　

再
会
の　

叶
は
ぬ
ま
ま
に

　
　

春
逝
き
ぬ

　

死
の
街
を

　
　

吹
き
抜
け
て
ゆ
く　

青
嵐

　

賢
し
ら
の　

新
生
活
や

　
　

コ
ロ
ナ
の
夏

高
20
回　

同
窓
会
ご
報
告

高
20
回

塩
見　

一
仁

令
和
元
年
11
月
23
日
、
大

阪
第
一
ホ
テ
ル
に
て
、
古

稀
記
念
の
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
国
語
科
の
清
水

先
生
、
英
語
科
の
石
井
先
生

の
お
二
人
を
お
迎
え
し
、
71

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
古
来
希
な
り
」と
さ
れ

た
70
歳
も
、
い
ま
や
通
過

点
。元

気
な
旧
友
の
姿
に
接

し
、
楽
し
く
懐
か
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

清
水
先
生
か
ら
は
、「
戦

後
百
年
の
２
０
４
５
年
の

同
窓
会
」が
提
案
さ
れ
、
思

わ
ず
み
ん
な
の
口
か
ら
歓

声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

2
次
会
に
も
大
勢
が
参

加
し
、
3
年
後
の
同
窓
会
を

約
束
し
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
も
含
め
て
、
皆
様
そ
れ

ま
で
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

「
学
年
同
窓
会
」は

延
期
致
し
ま
す

高
22
回

和
田　

雅
夫

同
窓
の
皆
様
に
は
既
に

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
11
月
14
日
に
開
催

予
定
の
卒
業
50
年
記
念「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
五
輪
同
窓
会
」

は
、
大
変
残
念
で
す
が
来
年

に
延
期
す
る
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。

７
月
に
幹
事
会
を
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

を
踏
ま
え
て
こ
の
決
定
に

至
り
ま
し
た
。

主
な
理
由
と
し
て
次
の

二
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
安
心
し
て
同
窓
会
を
楽

し
め
そ
う
に
な
い
事

◎
年
齢
的
な
リ
ス
ク
を
考

慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

皆
様
か
ら
は
出
欠
の
返

信
を
頂
い
た
に
も
関
わ
り

ま
せ
ず
、
大
変
心
苦
し
い
限

り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
な

に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

開
催
の
時
期
に
つ
き
ま

し
て
は
改
め
て
ご
案
内
致

し
ま
す
。
そ
の
節
に
は
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
30
回
生
還
暦
同
窓
会

高
30
回

上
迫
由
美
子

令
和
元
年
12
月
８
日
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

に
て
高
30
回
生
は
還
暦
同

窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

翌
年
に
卒
寿
を
迎
え
ら

れ
る
社
会
科
の
児
玉
先
生
、

そ
し
て
そ
の
年
に
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
英
語
科
の
今

田
先
生
を
来
賓
と
し
て
お

迎
え
し
、
１
１
８
名
が
８
年

ぶ
り
に
集
ま
り
ま
し
た
。

12
名
に
よ
る
幹
事
会
を

３
月
に
発
足
し
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
ね
、
完
全
手
作
り

の
還
暦
同
窓
会
を
開
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
全
員
参
加
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

「
20
秒
ス
ピ
ー
チ〝
還
暦
の

誓
い
〟」で
は
、
児
玉
先
生
賞

と
今
田
先
生
賞
を
両
先
生

の
独
断
で
２
賞
ず
つ
選
ん

で
も
ら
い
、
そ
の
選
考
の
理

由
も
大
変
楽
し
く
て
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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参
加
者
全
員
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
、
感
無

量
の
幹
事
た
ち
で
し
た
。

幹
事
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
、
青
木
君
、
岩
井

君
、
正
田
君
、
佐
藤
君
、
菅

野
君
、
塚
本
君
、
中
本
君
、

前
田
君
、南
君
、市
場
さ
ん
、

旧
姓
入
江
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
5
回
開
催
を目

指
し
て

高
38
回

東
　
　
伸
光

清
水
谷
高
校
を
卒
業
し

て
、34
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

本
年
、
２
０
２
０
年
８
月

に
、
前
回
の
２
０
１
４
年
８

月
16
日
以
来
の
学
年
同
窓

会
を
企
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
泣
く
泣
く
延
期
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
つ
か
落
ち
着
い

た
ら
、
次
回
、
第
５
回
清
水

谷
高
等
学
校
38
期
学
年
同

窓
会
を
開
催
し
て
、
懐
か
し

い
同
窓
生
や
当
時
の
先
生

方
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
日
ま
で
、
皆
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

ま
た
、
同
窓
生
で
行
方
が

不
明
な
方
も
数
名
い
ま
す

の
で
、
ご
存
知
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
清
友

会
事
務
局
、
ま
た
は
、
回
生

代
表
東
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
今
度
の
学
年
同
窓
会

の
案
内
を
行
う
た
め
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
写
真
は
、
前
回
２
０
１
４

年
に
行
い
ま
し
た
学
年
同

窓
会
で
の
集
合
写
真
で
す
）

「
そ
れ
ぞ
れ
が
」

高
71
回

加
藤
　
　
蓮

清
友
会
及
び
71
期
生
の

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ご
時
世

の
歯
車
は
な
か
な
か
滑
ら

か
に
動
き
ま
せ
ん
が
、
今
は

心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ

と
が
よ
り
大
切
で
す
ね
。
私

は
元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
た
脅
か
さ
れ
る
か

分
か
ら
な
い
毎
日
だ
か
ら

こ
そ
、
限
ら
れ
た
時
間
の
大

切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
71
期
生
は
来
年
開
催
予

定
の
二
十
歳
に
な
っ
た
ら

清
水
谷
、
無
事
に
皆
で
会
い

ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
最

近
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て

い
ま
す
か
？

気
を
張
っ

た
時
間
ば
か
り
過
ご
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
病
は
気
か

ら
。
好
き
な
こ
と
に
時
間
を

充
て
て
、
気
晴
ら
し
の
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
逆
に

し
す
ぎ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
方
。
そ
れ
で
、
い
い
ん

で
す
。
息
抜
き
は
息
抜
き
。

も
う
こ
の
ま
ま
溶
け
て
し

ま
い
た
い
、
そ
れ
く
ら
い
に

力
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
私

は
率
先
し
て
溶
け
て
お
き

ま
す
。お
先
に
。

そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
を
、
小

さ
な
幸
せ
を
胸
に
生
き
て

い
け
ば
、
歯
車
も
少
し
は
調

子
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

負
け
な
い
で
、
折
れ
な
い

で
、頑
張
っ
て
い
こ
う
。

𠮷岡塗料

高 8 回 　𠮷 岡 　 武
Tel・Fax 06-6762-0420
天王寺区空堀町2-20

小川研究室（経営コンサル）

高15回 　小 川 佳 輝
携帯 090-2104-5076

（一社）兵庫県マンション管理士会  高19回

会　長　森 口 二 郎
マンション管理士・声紋分析心理学士

携帯：090-8577-3514

コテージ“自給自足”  高15回

勅使河原直繁・道子
Tel 080-1516-0920

宮津市木子435（世屋高原）

高22回 　伊藤 惠美子

須田肇税理士事務所  高23回

税理士 　須 田 　 肇
Tel 06-6360-9300  HP:http://suda-zeimukaikei.com

一文字厨器株式会社  高23回

代表取締役　田 中 睦 之
Tel 06-6633-9393

大阪市中央区難波千日前14-8

㈱永田化学工業所  高23回

代表取締役　永 田 　 勇
Tel 072-943-8330

八尾市垣内1丁目110番地

大阪市立大学同窓会・有恒会  高24回

事務局長　上 村 修 三
Tel 06-6605-2087

E-MAIL: uemura@ado.osaka-cu.ac.jp

～年会費納入のお願い～
　年会費（￥2,000）は済美館の維持・管理、会報の発行、
母校支援等に必要不可欠な財源です。
　各回生幹事の皆様には学年同窓会等の機会に、年会費
納入のお声掛けをお願い申し上げます。活動の活発な回
生ほど納入率が高くなっておりますので何卒よろしくお
願いいたします。

会長　須藤　隆二

◎郵便振替口座
　00910−6−101489　　口座名　同窓清友会
　払込用紙がご入用の場合は事務局（06−6768−4159）へ
ご連絡下さい。

～協賛広告募集～
会報に掲載する協賛広告を募集しています。

　お申込みは事務局（06−6768−4159)へご連絡下さい。
　※紙面の都合上、サイズが若干異なる場合があります。

広報委員会

・普通広告
タテ 7.5㎝ × ヨコ 9.5㎝ ￥30,000

・名刺広告
タテ 2.5㎝ × ヨコ 7.5㎝ ￥5,000
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高
28
回　

橋
谷　

吉
郎

　

清
水
谷
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ

Ｂ
会
は
今
年
で
創
部
73
年
を
迎

え
ま
す
。
毎
年
11
月
23
日
に
行
わ

れ
ま
す
Ｏ
Ｂ
総
会
は
第
34
回
を

数
え
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
北

野
会
長
は
じ
め
Ｏ
Ｂ
が
母
校
に

集
ま
り
交
流
戦
等
を
し
、
そ
の
後

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
１
部
で
は
現
役
、
Ｏ
Ｂ
ら

60
数
名
が
集
ま
り
、
現
役
生
、
Ｏ

Ｂ
と
参
加
者
全
員
で
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
を
数
試
合
行
い
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
に
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
を
二

面
作
り
、
６
チ
ー
ム
を
２
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
リ
ー
グ
戦
後
、
準
決

勝
、
決
勝
と
目
一
杯
楽
し
み
ま
し

た
。
恒
例
の
お
に
ぎ
り
＆
お
茶
の

差
し
入
れ
を
食
べ
な
が
ら
、
決
勝

戦
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
サ
ッ
カ
ー

用
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ

チ
ー
ム
企
画
と
し
て
ゴ
ー
ル
バ

ー
当
て
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

に
は
記
念
品
と
し
て
Ｏ
Ｂ
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ュ
ー
ズ
ケ
ー
ス

を
進
呈
し
ま
し
た
。
２
部
で
は
24

名
が
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
で
会
食
、
近

況
報
告
な
ど
報
告
し
、
宴
会
な
ど

で
交
流
を
温
め
ま
し
た
。
こ
の
総

会
に
は
全
Ｏ
Ｂ
４
６
５
名
に
案
内
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
届
い

て
い
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、左
記
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
Ｏ
Ｂ
会
に
ヤ
ン
グ
チ
ー
ム「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
．Ｆ
Ｃ
」が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ク
ラ
ブ
」と
い
う
50
歳
以
上
の
リ
ー
グ
に
加
盟
し
て
い
る

チ
ー
ム
と
は
別
チ
ー
ム
で
新
た
に
村
井
顧
問
の
力
添
え
も
あ
り
、
65
期

の
山
内
君
を
中
心
と
し
た
若
い
世
代
の
チ
ー
ム
で
す
。
高
校
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
Ｏ
Ｂ
も
加
入
し
て
、
メ
ン
バ
ー
も
多
く
な
り
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
２
つ
の
チ
ー
ム
が
交
流
し
切
磋
琢
磨
し
て
、
高
校
を
卒
業

し
て
も
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
環
境
を
支
援
し
、
活
動
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
チ
ー
ム
は
メ
ン
バ
ー
減
少
や
高
齢
化
も
あ

り
、
60
歳
の
リ
ー
グ
も
模
索
中
で
生
涯
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
環
境
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
参
加
し
て
頂
け
る
方
は
下
記
の
連
絡

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
年
で
10
回
目
の
開
催
で
す
が
１

月
３
日
に
は
住
吉
高
校
Ｏ
Ｂ
主
催
で
新
年

初
蹴
り
と
し
て
Ｊ
グ
リ
ー
ン
堺
で
現
役
生

同
士
を
含
め
、
Ｏ
Ｂ
の
対
抗
戦
な
ど
時
間
を

忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
11
月
23
日
の
Ｏ
Ｂ
総
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
Ｏ
Ｂ
会
の
充
実
、
発
展

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
４

日
に
は「
第
16
回
フ
ェ
ス
タ
清
友
」が
行
わ
れ
ま
す
。こ
ち
ら
も
サ
ッ
カ

ー
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

硬
式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会

Ｏ
Ｂ
会
会
長　

高
57
回　

加
藤　

啓

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
の
伝
統
は
、
高
３
回
生
に
始
ま
り
、
今
年
は

高
72
回
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
行
事
は
、

❶
春
の「
第
57
回
平
井･

麹
谷
杯（
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
）」と
Ｏ
Ｂ
総

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
、
準

備
も
出
来
ず
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

❷�

10
月
4
日「
フ
ェ
ス
タ
清
友
」

で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
開
放

し
て
頂
き
、「
テ
ニ
ス
教
室
」を

開
催
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
に
も

楽
し
ん
で
頂
け
る
と
思
い
ま

す
。

❸
秋
に
、「
団
体
戦
」と
し
て
、
在

校
生
と
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
戦
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
3
つ
の
行
事
で
、
О
Ｂ

の
親
睦
と
、
現
役
諸
君
へ
の
援

助
を
目
的
と
し
た
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
色
々
な

行
事
・
催
し
物
が
出
来
れ
ば
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｏ
Ｂ
会
も
若
い
世
代

の
方
々
が
、
お
世
話
役
の
幹
事

を
務
め
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、

伝
統
を
今
後
も
守
り
続
け
る
様
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
行
事
・
フ

ェ
ス
タ
清
友
で
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。是
非
清
水
谷
高
校
へ
お
越

し
下
さ
い
。

　

又
、清
水
谷
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
、現
役
の
活
躍
が
…
、

清
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
、О
Ｂ
会
の
活
動
が
…
わ
か
り
ま

す
。
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先//�

髙
木
文
夫（
高
20
回
）takagi-f@

trust.ocn.ne.jp

0
9
0

−

4
6
4
1

−

9
3
4
1

（
写
真
は
令
和
元
年
10
月
13
日
の
О
Ｂ･

現
役
交
流
団
体
戦
の
参
加
メ

ン
バ
ー
で
す
）

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

stuff-club@gol.com
清水谷高校サッカー部 OB 会 SOSクラブ
http://homepage2.nifty.com/shimizudani-soccerob/
http://blog.livedoor.jp/sosclub/

連絡先
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軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会

�

高
17
回　

黒
田　

満
夫

　

風
も
無
く
晴
天
に
恵
ま
れ

て
、11
月
10
日（
日
）、Ｏ
Ｂ
／

Ｏ
Ｇ（
16
～
71
回
生
）20
名
が

母
校
に
集
ま
り
、
現
役
諸
君･

顧
問
の
先
生
方
含
め
40
名

で
、
新
調（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
→

人
工
芝
コ
ー
ト
）さ
れ
た
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
交
流
試
合

を
行
い
ま
し
た
。
４
つ
の
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
の
チ
ー
ム

対
抗
戦［
チ
ー
ム
総
当
た

り
］。
無
作
為
に
く
じ
引
き
で

チ
ー
ム
分
け
を
し
、
日
頃
組

む
事
の
な
い
ペ
ア
で
試
合
に

挑
み
ま
し
た
。
コ
ー
ト
周
辺

で
は
Ｏ
Ｂ
同
士
で
の
思
い
出

話
、現
役
と
Ｏ
Ｂ
で
談
笑
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

★
残
念
で
す
が
、
今
年（
２

０
２
０
年
）春
季
の
Ｏ
Ｂ
／

Ｏ
Ｇ
会
は〝
コ
ロ
ナ
禍
〟対
応

の
為
、
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
尚
、
秋
季
の
Ｏ
Ｂ
／
現
役
交
流

会
は
、
学
校
行
事
／
対
外
試
合
日
程
と
調
整
後
、
決
定（
10�

or�

11
月
）し

た
く
存
じ
ま
す
。

　

奮
っ
て
の
ご
参
加
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。［
又
、今
年
開
催
予
定

の〝
総
会
／
懇
親
会
〟は
三
密
回
避
の
為「
中
止
」と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。］

�

軟
式
庭
球
部･

Ｏ
Ｂ
会
々
長　

�

�

高
31
回　

山
本�

和
司

落
語
研
究
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

清
笑
亭
一
門
は
永
遠
に�

高
23
回　

今
津　

武
治

　

我
が
落
研
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
、
毎
年
10
月
に

開
催
さ
れ
る「
フ
ェ
ス
タ
清
友
」で
、恒
例
と
な
っ
た
落
語
等
の
披
露
を

10
年
以
上
続
け
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
は
落
語
を
中
心
に

披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
落
語
だ
け
で
な
く
、
バ
イ
オ
リ
ン
漫

談
や
河
内
音
頭
な
ど
の
色
物
も
加
わ
り
、
少
し
内
容
に
も
変
化
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
今
年
度
開
催
予
定
の
第
16
回「
フ
ェ
ス
タ
清
友
」に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
目
玉
は
、
田
中
隆
博
現

校
長
先
生
と
の
コ
ラ
ボ
に
て
、
落
研
Ｏ
Ｂ
が
そ
の
前
後
に
入
っ
て
、
上

方
落
語
の
名
演
目「
地
獄
八
景
亡
者
の
戯
」を
リ
レ
ー
落
語
に
て
披
露

す
る
こ
と
で
す
。
又
、
落
語
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
寄
席
囃
子

に
つ
い
て
も
、
前
回
の
フ
ェ
ス
タ
清
友
で
生
演
奏
が
実
現
し
た
経
緯
も

あ
り
、
今
回
も
生
演
奏
に
て
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、新
型
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
緊
急
事
態

宣
言
は
解
除
さ
れ
た

も
の
の
、第
二
波
の
兆

し
も
見
え
隠
れ
し
て

お
り
、フ
ェ
ス
タ
清
友

で
の
田
中
校
長
先
生

＆
落
研
Ｏ
Ｂ
の
コ
ラ

ボ
に
よ
る
リ
レ
ー
落

語
が
無
事
に
実
現
す

る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
落
語

研
究
部
は
廃
部
と
な

っ
て
し
ま
い
現
役
生

の
活
動
は
あ
り
ま
せ

ん
。新
型
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
顔
を
合
わ
す
機
会
が
な
く
適
当
な
写
真
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
落
研
が
同
好
会
か
ら
ク
ラ
ブ
へ
と
昇
格

し
た
高
23
回
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
の
懐
か
し
い
写
真
を
紹
介
し
て

お
き
ま
す
。

　

顧
問
は
社
会
の
千
葉
先
生
で
す
。
英
語
の
柳
川
先
生
も
顧
問
で
し

た
。

　

左
か
ら
順
に
、田
中
君（
初
代
清
笑
亭
小
都
枝
）、荒
川
君（
清
笑
亭
馬

団
治
）、菊
田
君（
清
笑
亭
喜
楽
）、高
橋
さ
ん（
現
星
野
さ
ん 

初
代
清
笑

亭
小
茶
目
）、
今
回
執
筆
を
担
当
し
た
今
津
で
す（
清
笑
亭
鯰 

現
琵
琶

湖
大
鯰
）。

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

�

清
硬
会　

幹
事　

高
41
回　

寺
島　

潔

　

令
和
元
年
11
月
17
日
、令
和
元
年
度
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会「
清
硬
会
」

総
会
及
び
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
顧
問
の
先
生
方

の
ご
協
力
を
得
て
、
母
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
年
代
か
ら
約
40
名
の
参
加
が
あ

り
、昔
取
っ
た
杵
柄
で
、好
・
珍
プ
レ
ー
が
続
出
し
、笑
い
声
が
絶
え
ず
、

Ｏ
Ｂ
交
流
の
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
、総
会
等
に
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

�

会
長　

高
24
回　

中
西　

修
一　

事
務
局　

山
林　

右
二

　

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
は
４
期
生
か
ら
72
期
生
ま
で
約
３
０
０
名
の

卒
業
生
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
夏
に
現
役
交
流
会
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
総
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
総
会
・
懇
親
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
は
困
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難
と
判
断
し
開
催
中
止
の
結
論

に
至
り
、
皆
様
に
は
そ
の
旨
の
連

絡
し
た
次
第
で
す
。

　

な
お
、
現
役
の
ラ
グ
ビ
ー
部
員

は
、
少
子
化
並
び
に
生
徒
男
女
比

の
影
響
を
如
実
に
受
け
、
３
年
生

１
名
、
２
年
生
１
名
＋
女
子
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
２
名
で
活
動
し
、新
入

部
員
を
募
集
中
で
す
。ま
た
、
Ｏ

Ｂ
会
で
は
現
役
生
徒
の
活
動
が

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
顧
問
教

諭
と
連
絡
を
と
り
、
ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
環
境
に
必
要
な
も
の
の
寄

贈
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。現
役
部
員
が
増
え
、交
流
試

合
が
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
、
以
前
の
よ
う
な
生
活
が
戻
っ

た
時
、
世
代
間
を
超
え
た
縦
の
交

流
を
継
続
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
世

代
内
の
横
の
交
流
を「
プ
レ
イ
ス

ポ
ー
ツ（
体
操
・
運
動
）」を
通
じ
て
行
い
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
も
含

ん
だ
、健
康
維
持
向
上
活
動
の
場
を
提
供
し
て
行
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
総
会
案
内
等
不
着
な
ど
連
絡
が
取
れ
な
い
方
の
所
在
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。情
報
提
供
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
Ｇ
会

�

会
長　

高
26
回　

木
下　

永
吾

　

創
部
70
周
年
・
Ｏ
Ｂ
会
発
足
50
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
、
女
子
Ｏ

Ｇ
も
含
め
た
清
籠
会
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
の
声
が
上
が

り
、
各
回
生
の
呼
び
か
け
で
、
２
０
１
９
年
10
月
6
日（
日
）大
成
閣
に

於
い
て
、
高
6
回
か
ら
高
43
回
ま

で
、
男
子
30
名
、
女
子
11
名
総
勢

41
名
が
参
集
し
、
あ
の
怖
か
っ
た

先
輩
が（
ち
な
み
に
私
は
、今
年
65

歳
に
な
り
ま
す
。）女
の
子
は
な
ど

と
、
ま
る
で
高
校
時
代
に
戻
っ
た

よ
う
な
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
現
役
と
の
交
流
も

顧
問
の
安
井
俊
行
先
生
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、
一
昨
年
か
ら
新
チ

ー
ム
が
誕
生
し
た
際
に
、
公
式
球

を
贈
呈
す
る
事
業
も
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
若
い
世
代
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
受
け

い
れ
ら
れ
る
清
籠
会
を
目
指
し

て
、
総
会
を
毎
年「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
／
10
月
の
第
二
月
曜
日
の
16
時
に

大
成
閣
」開
催
す
る
こ
と
と
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク『
清
水
谷
清
籠
会
』

も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
女
子
の
名
簿
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。

会
報「
清
友
」ご
覧
の
皆
様
、各
回
生
同
窓
会
等
で
、清
籠
会（
清
水
谷
高

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
Ｇ
会
）の
こ
と
、
お
話
頂
け
た
ら
幸
い

で
す
。

軟
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

遺
し
た
い
こ
と�

高
24
回　

小
山　

照
彦

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
困
難
な
状
況
に
遭
遇
さ

れ
て
い
る
方
々
に
こ
こ
ろ
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
軟

式
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
は
、
年
に
一
回
十
名
程
度
の
さ
さ
や
か

な
宴
席
で
顔
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
定
例
で
す
。
以
前
か
ら
、
Ｏ
Ｂ
会
を

活
性
化
す
る
た
め
に
、
廃
部
に
な
っ
た
軟
式
野
球
部
を
復
活
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
名
簿
を
利
用
し
後
輩
へ
の
Ｏ
Ｂ
会
参
加
を
促
せ
な

い
か
等
の
案
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
部
の
復
活
に
つ
い
て
は
数
年
前
、

学
校
関
係
者
、
校
長
に
趣
旨
を
お
伝
え
し
、
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
が
、

特
段
の
事
情
で
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
輩
へ
の
働
き
か
け

も
し
ま
し
た
が
、
余
り
に
も
時
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
す
ぎ
て
思
う
よ
う

に
捗
っ
て
い
ま
せ
ん
。
時
が
経
ち
、
会
も
高
齢
化
し
今
後
の
活
動
が
心

細
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。３
年
間
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
多
く
の
こ

と
を
経
験
し
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
す

る
尊
さ
、
途
中
で
難
事
を
投
げ
出
さ
な
い
忍
耐
力
、
人
を
思
い
や
る
心

の
広
さ
な
ど
、
人
生
の
大
き
な
糧
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
拙
文

を
読
ま
れ
、
軟
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
に
関
心
が
あ
る
後
輩
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
同
窓
会
事
務
局
を
通
じ
て
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
あ
の
グ
ラ
ン
ド
で
の
貴
重
な
青
春
の
思
い
出
を
共
有
す
る
仲
間
を

探
し
て
い
ま
す
。

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会

水
泳
部
創
部
60
年
と
Ｏ
Ｂ
会
総
会
の
歴
史

�

高
29
回　

北
野　

泰
宏

　

母
校
水
泳
部
も
１
９
６
０
年
秋
の
創
部
か
ら
60
年
目
を
迎
え
、Ｏ
Ｂ

会
会
員
数
も
７
７
０

名
を
数
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
の

母
校
プ
ー
ル
は
１
９

９
５
年
に
建
造
さ
れ
、

25
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
水
深
の
浅
か
っ

た
旧
プ
ー
ル
を
思
い

浮
か
べ
ら
れ
る
方
も

多
い
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
旧
プ
ー
ル
の
建

て
替
え
に
際
し
、「
プ

ー
ル
お
別
れ
会
」と
し

て
、
１
９
９
３
年
８

月
、
第
１
回
Ｏ
Ｂ
会
を

開
催
し
、
第
２
回
目
を
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「
新
プ
ー
ル
お
披
露
目
会
」と
し
て
、
95
年
８
月
に
。
以
来
、�

２
０
０
７
年
、
12
年
、
16
年（
写
真
）と
、
い
ず
れ
も
８
月
に
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
母
校
プ
ー
ル
で
の
記
録
会
や
現
役
選
手
と
Ｏ
Ｂ
の
レ

ー
ス
対
決
。
第
２
部
で
は
、
場
所
を
ホ
テ
ル
に
移
し
て
の
総
会
と
懇
親

会
。現
役
部
員
も
交
え
、近
況
報
告
や
記
念
撮
影
。１
部
・
２
部
と
も
に

恒
例
の
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
夏
開
催
予
定
の
第
６
回
総
会
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
現
役
の
皆
さ
ん
方
に
は
、
練
習
活
動
や
試

合
の
中
止
な
ど
、
た
い
へ
ん
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
ら
の
苦
境
を
一
つ
一
つ
克
服
さ
れ
、
今
後
の
皆
さ
ん
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、
母
校
な
ら
び
に
水
泳
部
、
お
よ
び
各
部
の
さ
ら

な
る
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

器
械
体
操
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

器
械
体
操
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
へ�

高
20
回　

北
口　

建
蔵

　

コ
ロ
ナ
の
心
配
が
続
く
こ
の
時
期
で
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

器
械
体
操
部
は
平
成
５
年（
１
９
９
３
年
）を
も
っ
て
活
動
を
終
了

し
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
と
し
て「
フ
ェ
ス
タ
清
友
」の
案
内
の
他
は
、
組
織
的

な
活
動
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
10
月
６
日（
日
）に
行
わ
れ
た

「
第
15
回
フ
ェ
ス
タ
清
友
」で
は
、高
13
回

（
Ｓ
36
卒
）１
名
、高
18
回（
41
）１
名
、高
19

回（
42
）１
名
、高
20
回（
43
）２
名
、高
33
回

（
56
）１
名
の
６
名
だ
け
で
し
た
が
、「
フ
ェ

ス
タ
清
友
」お
よ
び
懇
親
会
へ
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
を
器
械
体
操
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
に
代
わ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
他

の
ク
ラ
ブ
の
同
級
生
も
参
加
し
て
い
ま
す

し
、
楽
し
い
親
交
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
幅
広
い
年
代
の
方
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
フ
ェ
ス
タ
清
友
」以
外
で
は
、
毎
年
、
11
月
の
最
終
土
曜
日
に
高
18

回
か
ら
21
回
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
身
体
の
衰
え
を
嘆
き
な

が
ら
も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

器
械
体
操
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
で
、「
フ
ェ
ス
タ
清
友
」の
案
内
が
届

い
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、[shim

izudanigym
@
gm
ail.com

]

ま
で
メ
ー
ル
を
頂
け
ま
せ
ん
か
。
案
内
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た

ご
質
問
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。陸

上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

�

会
長　

高
21
回　

川
﨑　

泰
英

　

陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は
約
５
５
０
名
の
卒
業
生
で
構
成
さ

れ
、
毎
年
会
報
を
発
行
・
２
年
に
一
度
の
総
会
開
催
・
現
役
生
へ
支
援

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
23
日（
土
）に
は

心
斎
橋
・
大
成
閣
に
て「
陸
上
競
技

部
創
部
70
周
年
記
念
祝
賀
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
４
回
か
ら
高
70
回
ま

で
の
幅
広
い
年
代
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
69

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
ア

ル
バ
ム
か
ら
各
回
生
ご
と
の
ク
ラ

ブ
集
合
写
真
を
選
び
、
ビ
デ
オ
画
像

に
ま
と
め
た
も
の
を
何
回
も
上
映

す
る
な
ど
年
代
を
超
え
た
話
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は
現
役

生
へ
の
支
援
と
会
員
の
情
報
交
流

の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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清
友
の

ひ
ろ
ば

　
私
の
同
級
生
に
「
親
子
孫
３
代
で
清
水
谷
」
卒
業
生

が
い
る
。
高
祖
母
、
曾
祖
母
か
ら
一
家
４
代
、
５
代
も

お
ら
れ
よ
う
。
最
初
の
府
立
高
女
と
し
て
創
立
し
た
重

み
を
、
写
真
で
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
御
承
知
の
通
り
明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
9
月
5
日

「
大
阪
府
第
一
高
等
女
学
校
」
と
し
て
認
可
さ
れ
た
（
文

部
省
告
示
第
1
9
4
号
＝
写
真
１
）。
府
市
の
二
重
行

政
の
解
消
で
、
先
に
開
校
の
「
大
阪
市
立
第
二
高
等
女

学
校
」（
文
部
省
告
示
第
1
3
2
号
＝
写
真
２
）
を
合
併
。

翌
34
年
3
月
12
日
大
阪
府
清
水
谷
高

等
女
学
校
」
と
改
称
（
文
部
省
告
示

第
50
号
）
し
、
4
月
17
日
に
入
学
式

を
行
っ
た
。
な
お
、
市
立
第
二
高
女

の
生
徒
は
入
試
を
経
て
清
水
谷
高
女

の
生
徒
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
と
の
市
立
第
一
高
女
、
の
ち
の

大
手
前
高
女
（
現
・
大
手
前
高
校
）

か
ら
見
て
も
清
水
谷
は
別
格
で
、「
大

阪
府
立
大
手
前
高
等
女
学
校
五
十
年

史
」
は
清
水
谷
を
筆
頭
に
、
大
手
前

を
２
番
手
と
し
て
13
高
女
の
一
覧
表

を
掲
載
（
写
真
３
）。
他
の
記
念
誌
も

「
清
水
谷
、
大
手
前
に
（
成
績
が
悪
く

て
）
入
学
で
き
ず
」（
寝
屋
川
）、「
清

水
谷
、
大
手
前
に
足
元
も
及
ば
な
い

田
舎
の
高
女
」（
春
日
丘
）
な
ど
と
高

女
の
卒
業
生
の
思
い
出
を
掲
載
し
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
思
い
出
は
都
合
よ
く
美

化
さ
れ
や
す
い
。
母
校
1
3
0
周
年

へ
、重
要
な
の
は
記
憶
よ
り
も
「
記
録
」

で
あ
る
。

高
40
回
　
立
川
　
優

青の交響曲
高４回　高川　静

　近鉄阿倍野駅６番ホームに３輌連結の特急電車、ブルーシンフォニーが入
線していた。発車間際にハイドンの時計交響曲のテーマが場内放送された。
吉野に向けて出発である。河内平野に広がる住宅地と金剛の峰を望みながら
途中大和高田辺りで徐行したが橿原神宮前にはあっという間に着いた。
　それからの吉野線は単線で吉野杉の並木が見えたらクラシカルな駅舎に到
着した。真ん中の車輌がラウンジカーでカウンターサービスを楽しむことが
できる。車室はさながら走る書斎の赴きだった。

夏の吉野は清流が近く天然鮎が名物である。
　　　　　　　　　　川波の岩に砕ける宮滝の
　　　　　　　　　　　　　　　鮎下る瀬に足を浸しぬ
　何十年も前に吉野宮滝を訪れたときの拙作である。
　７月初旬だったが10日続きの雨で吉野駅前の茶店で一服して青の交響曲
で折り返した。

　飛鳥、岡寺を通過するとき甘樫丘が望見された。丘の上からは大和三山、
耳成山、畝傍山、天香久山が一望できる。二上山も間近に眺めることができ
た。万葉集に…、
　　　　　　うつそみの人にあるわれや明日よりは
　　　　　　　　　　　　　　　二上山を弟

い ろ せ

世とわが見む（巻２−165）
　作者の大来皇女は山上にお墓がある悲劇のヒーロー、大津皇子のお姉さん
である。

　車内アナウンスで左前方にあべのハルカスが見えてきましたと案内されて
間もなく阿部野橋駅に到着した。横浜に帰宅してタオル、模型、記念乗車券
を居間に飾った。ハイドンの曲が流れるイメージが蘇る。

桂福車還暦記念落語会
高15回　小川佳輝

　桂福車師匠の「らくだ」が繁昌亭の高座に映像でよ
みがえります。
　こよなく清水谷高校を愛し、誇りをお持ちだった故
人の桂福車師匠（高32回大津康裕）の還暦記念落語会
が開催されます。
　福車師匠がご存命なら満60歳を迎えられていた日に
開催で、DVD映像「らくだ」で師匠も出演されます。
  落語会は、師匠の数え年での今年の開催がコロナ禍
で延期になりました。
  今回は、師匠が同期の噺家さんとご一緒に、強い思
いを込められて、112回続けてこられた寄席「上方ら
くごカルテット」の出演者で構成されています。
  清友会では、前売り2,500円で手配しますので、是非
ともご観賞下さい。
  お申し込みは、事務局へFAXまたはEメールでお願い
します。
 　なお、コロナ禍などで延期・中止の場合もあります。

　日時　令和３年（2021年）４月26日（月）18時30分開演
　会場　天満天神繁昌亭（大阪天満宮北鳥居前）
　料金　3,000円（税込）　前売り　2,500円
　出演　�桂文昇・桂福車・桂春雨・桂坊枝／三味線�

中田まなみ／お茶子�大津萌恵（桂福車の長女）

写真 3

写真 1写真 2

2020年寄贈本
・「水を汲みに」　高23　赤井宏之　　・「ヨーロッパ『古代ケルト』の残照」　高25　武部好伸
・「セーラー服の社会史」清水谷高等女学校を中心に　高27　井上晃
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１
９
７
０
年
前
後
、
日
本
中
の
大

学
に
吹
き
荒
れ
た
学
園
紛
争
の
余
波

は
、大
阪
の
多
く
の
公
立
高
校
に
も
波

及
し
ま
し
た
。

　

運
動
が
求
め
た
の
は
、ベ
ト
ナ
ム
反

戦
か
ら
定
期
テ
ス
ト
の
廃
止
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
中

に「
制
服
廃
止
」と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
制
服
を
廃
止
し

た
高
校
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
制
服
で
あ
っ
た
も
の
を「
標
準

服
」と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
天

王
寺
、住
吉
、夕
陽
丘
、市
岡
、池
田
、

八
尾
、今
宮
、四
條
畷
な
ど
で
す
。

　

清
水
谷
に
お
い
て
も
、
72
年
に
、
制

服
を
巡
る
論
議
が
、
自
治
会
と
教
員

の
間
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

制
服
存
続
の
利
点
と
、
自
由
化
の
利

点
が
争
わ
れ
た
の
で
す
が
、
結
局
、
大

多
数
の
女
子
が
自
由
化
に
反
対
す
る

結
果
と
な
り
、
制
服
は
存
続
し
ま
し

た
。

　
「
ス
カ
ー
フ
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

多
い
パ
ー
ツ
で
す
が
、
本
校
で
は
セ
ー

ラ
ー
服
の
制
服
制
定
以
来
、
こ
れ
を

「
ネ
ク
タ
イ
」と
呼
ん
で
い
ま
す
の
で
、

従
い
ま
す
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
25
年
頃　

男
性
の
ネ
ク
タ
イ

「
シ
ン
グ
ル
ノ
ッ
ト
」に
似
た
結
び
方
の

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

昭
和
35
年
頃　

左
右
の
ネ
ク
タ
イ

を
下
ま
で
垂
ら
し
、
先
を
小
さ
く
結

ぶ
と
と
も
に
、
襟
の
と
こ
ろ
で
タ
イ
ピ

ン
で
止
め
る
方
式
。
比
較
的
長
く
続

き
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
頃　

下
に
垂
ら
さ
ず
、襟

の
下
で
左
右
に
ネ
ク
タ
イ
を
広
げ
、
胸

元
で
小
さ
く
結
ぶ
の
が
流
行
し
た
よ

う
で
す
。

　

平
成
15
年
頃　

襟
の
あ
わ
せ
の
す

ぐ
下
で
、左
右
の
ネ
ク
タ
イ
を
結
ぶ
事

が
流
行
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
18
年
頃　

こ
の
こ
ろ
は
、
結

び
方
に
統
一
性
が
無
く
、
卒
業
写
真

と
い
う
の
に
ネ
ク
タ
イ
を
結
ば
な
い

生
徒
さ
ん
ま
で
現
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
慮
し
た
先

生
方
に
よ
っ
て
、
写
真
の
成
形
ネ
ク
タ

イ
が
採
用
さ
れ
、
ネ
ク
タ
イ
の
乱
れ
は

一
挙
解
決
に
至
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ツ
の
上
端
に
ホ
ッ
ク
が
縫
い
付

け
ら
れ
て
お
り
、
上
衣
に
取
り
付
け

た
ホ
ッ
ク
に
パ
ッ
チ
ン
と
は
め
れ
ば
セ

ッ
ト
完
了
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら

の
一
枚
で
す
。非
常
に
見
映
え
が
よ
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
上
着
の
脱
着

も
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

【
ネ
ク
タ
イ
の

結
び
方
の
変
遷
】

【
学
園
紛
争
と

制
服
廃
止
論
】

第
九
章 
清
水
谷
高
等
学
校
の

制
服
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

高
27
回　

井
上　
　

晃

制
服
の
研
究
（
そ
の
七
）
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― 「
文
化
の
違
い
」驚
い
た
高
校
生
活

　

人
生
で
一
番
光
り
輝
い
て
い
た
３
年
間
で
し
た
。

　

一
番
思
い
出
に
残
る
の
は
１
年
生
で
す
。

　

教
室
の
隅
に
舞
台
に
通
じ
る
階
段
が
あ
っ
て
、反

対
側
に
は
新
館
と
繋
が
る
広
い
テ
ラ
ス
も
あ
る
不

思
議
な
部
屋
で
し
た
。

　

他
ク
ラ
ス
と
ポ
ツ
ン
と
離
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、ク
ラ
ス
仲
間
と
は
と
て
も
仲
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

色
々
な
地
域
の
多
く
の
中
学
校
か
ら
集
ま
っ
て

き
ま
す
か
ら
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
最
初
は「
文
化

の
違
い
」に
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

担
任
は
英
語
の
菊
井
先
生
で「
ド
リ
ト
ル
先
生
」

を
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
単
位
で
予
習
を
し
、教
壇
に
立
っ
て
教

え
る
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
年
生
の
夏
休
み
に
見
学
旅
行
で
、戸
隠

に
行
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　

ク
ラ
ス
か
ら
旅
行
委
員
が
２
名
ず
つ
選
ば
れ
、ク

ラ
ス
毎
に
コ
ー
ス
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
８
コ
ー
ス
に
、学
校
か
ら
の
企
画
を
い

く
つ
か
合
わ
せ
て
、最
終
的
に
は
５
コ
ー
ス
程
度
に

決
ま
り
ま
す
。

　

仲
の
い
い
友
人
と
気
に
入
っ
た
場
所
に
行
く
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
「
自
由
で
は
あ
る
け
れ
ど
自
分
で
責
任
を
持
っ
て

参
加
す
る
」と
い
う
、ま
さ
に
清
水
谷
ら
し
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

― 

大
学
を
経
て
銀
行
の
外
国
為
替
課
に
勤
務

　

大
学
を
卒
業
し
て
２
年
間
だ
け
、銀
行
の
外
国

為
替
課
に
お
勤
め
を
し
ま
し
た
。

　

世
の
中
が
全
く
分
か
っ
て
い
な
く
て
、多
く
の
人

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
今
と
て
も
恥
ず

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

銀
行
は
、い
わ
ゆ
る
寿
退
社
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
場
で
お
許
し
い
た
だ
い
て
い
た
の
で

し
ょ
う
ね
。

― 

人
生
の
ご
恩
返
し
に
幼
稚
園
へ

　

ご
縁
が
あ
っ
て
、50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
清
友
幼
稚

園
の
理
事
と
し
て
、と
き
ど
き
園
を
訪
問
し
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
か
ら
園
長
を
拝
命
し
お
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

日
根
野
理
事
長
か
ら
勧
め
ら
れ
て
お
引
き
受
け

し
ま
し
た
。

　

還
暦
を
過
ぎ
て「
今
ま

で
生
か
さ
れ
て
き
た
人

生
の
ご
恩
が
え
し
」を
考

え
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

園
で
の
生
活
は
お
も

ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
よ
う
な
毎
日
で
す
。

　

満
３
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
の
子
は
、ま
だ
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

小
学
校
入
学
前
の
子
は
、そ
れ
な
り
の
口
を
き
き

ま
す
か
ら
面
白
い
で
す
。

　

大
阪
の
子
は
生
ま
れ
つ
き「
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
」が

身
に
つ
い
て
い
る
な
ぁ
と
、感
心
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

　

園
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、虫
を
捕
ま

え
て
は
し
ば
ら
く
の
間
虫
か
ご
に
入
れ
ま
す
。

　

皆
が
次
々
に
見
に
来
る
の
で
す
が
、先
日
、１
匹

し
か
入
っ
て
い
な
い
の
を
見
て「
僕
が
お
友
だ
ち
見

つ
け
て
き
た
る
か
ら
ね
」と
優
し
い
面
を
み
せ
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、幼
く
て
舌
足
ら
ず
で
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
分
か
り
に
く
い
子
が
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
き
て

く
れ
ま
す
。

　

私
が
少
し
困
惑
し
て
い
る
と
、横
で「
こ
の
子
は

こ
う
言
う
て
ん
ね
ん
」と
通
訳
を
し
て
く
れ
る
子
も

い
た
り
し
て
、毎
日
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
園
し
サ
ポ
ー
ト

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
４
・
５
月
は
休
園
し
、保
護

者
さ
ん
が
医
療
や
介
護
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
ご

家
庭
の
園
児
が
数
名
だ
け
登
園
し
て
き
て
い
ま
し

た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
は
園
庭
開
放
・
分
散
登

園
を
行
い
、６
月
15
日
か
ら
は
通
常
登
園
に
戻
り

ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
大
き
な
机
で
向
か
い
合
っ
て
お
弁
当

を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
応
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
食
べ
る
よ
う

に
と
い
う
指
導
が
あ
り
、２
人
掛
け
の
机
の
真
ん
中

に
透
明
の
仕
切
り
を
置
い
て
横
並
び
で
食
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
な
ら
、お
弁
当
袋
を
持
っ
て
廊
下
を
歩
い
て

い
る
と
、「
一
緒
に
食
べ
よ
～
」な
ど
の
お
声
が
か

か
っ
た
の
で
す
が
、今
は
な
ん
と
な
く
遠
慮
し
て
事

務
所
で
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
寂
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、例
年
な
ら
入
園
後
１
週
間
あ
れ
ば
新
入

園
児
と
保
護
者
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
ほ
ぼ
全
員
覚

え
ら
れ
た
の
で
す
が
、今
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
ま
す

の
で
、ま
だ
覚
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

― 

職
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
感
謝

　

幼
稚
園
の
先
生
は
朝
早
く
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

帰
っ
た
後
も
実
に
よ
く
働
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
園
に
い
る
間
は
、と
に
か
く
怪
我
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
と
気
を
張
り
詰
め
て
い
ま
す
。

　

帰
っ
た
あ
と
は
丁
寧
な
お
掃
除
と
、今
は
徹
底

的
な
消
毒
、明
日
の
準
備
、ま
た
行
事
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　

本
当
に
心
身
と
も
に
健
康
で
な
い
と
務
ま
ら
な

い
な
ぁ
と
感
心
し
て
見
て
い
ま
す
。

　

ま
た
３
歳
か
ら
満
６
歳
に
な
り
小
学
校
に
あ
が

る
ま
で
は
、ま
だ
神
様
の
手
を
完
全
に
離
れ
て
い
な

い
状
態
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
素
晴
ら
し
い
時

期
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
光
栄
と
責
任
を

つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、園
児
た
ち
と
保
護
者
さ
ん
、な
ら
び
に

職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、毎
日
、沢
山
の
喜
び
と
や
り

が
い
を
授
か
っ
て
幸
せ
に
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、清
友
幼
稚
園
園
長
と
し
て
ご
活
躍
の
伊
藤
惠
美
子
姉
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
姉
は
、
平
成
16
年
か
ら
理
事
・
平
成
21
年
か
ら
副
会
長
と
し
て
、
清
友
会
の
運
営
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
中
も
開
園
し
、
医
療
従
事
者
な
ど
の
園
児
を
保
育
し
奮
闘
さ
れ

ま
し
た
。

高22回

伊藤惠美子さん

こ
ん
に
ち
は��

が
ん
ば
る
卒
業
生
！

人
生
の
恩
返
し
に
幼
稚
園
へ
！

　
～
園
児
た
ち
と
職
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
毎
日
～

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ご両親と

教え子と

園児と至福のとき



令和２年12月25日 （ 22 ）府立清水谷高女・高校同窓会会報

清
友
ゴ
ル
フ
会　

事
務
局

高
20
回　

芝
川
重
博

　

２
０
１
９
年
度
後
半
か
ら

２
０
２
１
年
度
前
半
の
活
動

状
況
、
な
ら
び
に
今
後
の
予

定
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

清
友
ゴ
ル
フ
会
に
つ
い
て

は
毎
年
コ
ン
ペ
Ａ（
従
来
か

ら
平
日
限
定
）お
よ
び
コ
ン

ペ
Ｂ（
平
日
参
加
が
難
し
い

方
の
た
め
の
休
日
開
催
：
２

０
１
６
年
秋
よ
り
）を
春
と

秋
に
一
回
ず
つ
、
併
せ
て
年

４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

〈
清
友
ゴ
ル
フ
会
Ａ
〉

第�

63
回
：
２
０
１
９
年
10
月

９
日
（
水
）　

伏
尾
ゴ
ル

フ
倶
楽
部　

参
加
者
10

名
。

　

�

優
勝
・
野
村
重
之
様（
高

26
回
）、
２
位
・
河
田
光

一
様（
高
22
回
）、
３
位
・

水
川　

武
様（
高
10
回
）。

第�

64
回
：
２
０
２
０
年
春
：

開
催
中
止

今
後
の
予
定
：

第�

65
回
：
２
０
２
０
年
10
月

14
日（
水
）

第�

66
回
：
２
０
２
１
年
４
月

14
日（
水
）

〈
清
友
ゴ
ル
フ
会
Ｂ
〉

第�

７
回
：
２
０
１
９
年
11
月

30
日（
土
）　

花
屋
敷
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
よ
か
わ
参
加
者

９
名
。

　

�

優
勝
・
服
部
忠
雄
様（
高

19
回
）、
２
位
・
杉
原
眞

介
様（
高
26
回
）、
３
位
・

吉
本
利
男
様（
高
26
回
）。

第�

８
回
：
２
０
２
０
年
春
：

開
催
中
止
。

今�

後
の
予
定
：

第�

８
回
：
２
０
２
０
年
11
月

28
日（
土
）花
屋
敷
ゴ
ル
フ

倶
楽
部（
予
定
）。

　

２
０
１
９
年
秋
の
Ａ
、
Ｂ

コ
ン
ペ
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

順
調
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２

０
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
各
方
面
で
の

行
動
自
粛
に
よ
り
、
予
定
さ

れ
て
い
た
春
の
コ
ン
ペ
は

Ａ
、
Ｂ
と
も
開
催
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
秋
以
降
の
コ

ン
ペ
の
日
程
で
す
が
、
コ
ン

ペ
Ａ
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

10
月
の
第
２
水
曜
日
お
よ
び

４
月
の
第
２
水
曜
日
と
い
う

こ
と
で
前
述
の
日
程
で
参
加

募
集
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ペ
Ｂ
に
つ
い

て
は
11
月
28
日（
土
）で
参
加

募
集
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。

　

Ａ
、
Ｂ
両
コ
ン
ペ
と
も
に

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

但
し
、
い
ず
れ
の
コ
ン
ペ

に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
や
行
政

か
ら
の
自
粛
要
請
等
に
よ

り
、
再
度
開
催
中
止
と
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
承

知
置
き
願
い
ま
す
。

　

参
加
の
お
申
し
込
み
や
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
清
友
会
事
務
局
ま
で
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日根野公認会計士事務所
税理士法人�日根野会計事務所

所 長�　日�根�野  文�三　高22回

公認会計士
税理士
医業経営コンサルタント

〈公益社団法人日本医業経営コンサルタント協会認定登録〉
〒�540-0024　大阪市中央区南新町2丁目3番7号　塚本ビル7F
TEL 06-6942-1888㈹　�　FAX 06-6942-3177
E-mail：b-hineno@hineno-ao.com

清
友
ゴ
ル
フ
会
の
お
知
ら
せ

は じ め て の 方 歓 迎！

参加者募集

コ
ン
ペ
参
加
者
大
募
集
！

�

本
39
回　

安
藤
寿
美
子

新
緑
の
一
樹
を
風
が
二
樹
に
す
る

こ
い
の
ぼ
り
無
く
て
甲
冑
の
軸
父
が
呉
れ

顔
も
手
も
シ
ミ
シ
ワ
だ
ら
け
年
や
ね
え

六
甲
山
見
え
ず
明
日
は
雨
か
も
ね

長
生
き
を
し
て
も
い
い
句
は
出
来
な
く
て

�

高
６
回　

藤
井　

則
彦

常
識
は
み
出
す
者
が
世
を
変
え
る

張
り
の
あ
る
下
意
上
達
の
い
い
会
社

塩
よ
り
も
砂
糖
を
好
む
楽
天
家

志
村
け
ん
真
似
て
る
う
ち
に
心
晴
れ

握
手
し
た
手
を
洗
わ
ず
に
い
た
い
人

川 

柳

令
和
３
年
４
月
２
日
を
も
っ
て

活
動
を
休
止
し
ま
す

観
劇
と
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
の
会 

事
務
局
長

�

　

高
15
回　

小
川
佳
輝

　

活
動
を
始
め
て
3
年
半
で
、
延
べ
人
数

で
、
観
劇
は
３
３
９
名
、
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
も

１
６
７
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
科
37
回
か
ら
高
29
回
ま
で
の
幅
広
い

層
に
会
員
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、観
劇
を
本
年
3
月
以
降
は

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
休
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
ク
も
8
月
ま
で
今
年
は
1

度
も
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
の
観
劇
会
は
11
月
～
翌
年
1
月
ま

で
3
回
、ウ
ォ
ー
ク
は
9
月
～
翌
年
4
月
ま

で
で
10
回
の
催
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
4
月
2
日（
金
）の「
清
友
幼

稚
園
・
観
桜
コ
ー
ス
」を
も
っ
て
活
動
を
休

止
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

当
会
員
外
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
事
務
局

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、定
員
は
20
名
で
、参
加
費
５
０
０

円（
通
信
費
・
保
険
料
等
）を
申
し
受
け�

ま
す
。

　

本
会
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き
が
見
え
な

い
こ
と
な
ど
、
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
完
全
終
息
と
、
会
の
再
開
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

4
年
間
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た

全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ�

ま
す
。

森小路遺跡にて
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毛
筆
画
教
室

　謡
曲
教
室

清
友
コ
ー
ラ
ス
部

｢

校
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
？｣

高
31
回　

中
村
佳
世
子

　

清
友
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。清
友
コ
ー
ラ
ス
部
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
3
月
か
ら

練
習
休
止
を
余
儀
な
く
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
大
阪
府
の
学

校
教
育
方
針
で
、
レ
ッ
ド
レ
ベ

ル
以
外
で
は
感
染
対
策（
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
）を
講

じ
な
が
ら
の
文
化
・
芸
術
活
動

が
緩
や
か
に
再
開
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
清
友
コ
ー
ラ
ス
部
も

そ
の
指
針
を
参
考
に
し
て
感
染

対
策
を
強
化
し
、
緩
や
か
な
再

開
の
日
々
に
向
か
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
再
開
の
折
に

は
創
立
１
２
０
周
年
を
見
据

え
て｢

校
歌｣

も
歌
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
は
校
歌
を

覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？　

学

校
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
校

歌
無
し
に
は
語
れ
な
い
の
で
は

無
い
で
し
ょ
う
か
。
清
水
谷
は

高
等
女
学
校
校
歌
も
現
存
し

て
い
ま
す
。気
品
に
溢
れ
、凛
と

し
た
趣
に
は
伝
統
を
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
高
校
校
歌
は
他
に

類
を
み
な
い｢

混
声
四
部
合
唱｣

の
形
で
作
曲
さ
れ
、
終
結
部
は

賛
美
歌
の
祈
り
に
似
た
響
き
が

あ
り
ま
す
。
母
校
校
歌
を
傍
観

し
て
聞
く
の
で
は
無
く
、
自
ら

の
声
で
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

コ
ロ
ナ
禍
の
混
沌
と
し
た
時
だ

か
ら
こ
そ
、
同
じ
学
び
舎
で
過

ご
し
た
老
若
男
女
で
心
を
一
つ

に
し
て
校
歌
を
歌
う
幸
せ
を
感

じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

練
習
は
月
３
回
で
す
が
、
不

定
期
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
り
、
ご
都
合
の
良
い
時

に
い
ら
し
て
下
さ
い
。心
よ
り
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

竹
中
多
恵
子（
高
8
回
）

�

０
８
０-

１
４
７
４-

１
１
３
４

中
村
佳
世
子（
高
31
回
）

�

０
９
０-

１
８
９
１-

９
６
１
５

「
充
ち
足
り
た
気
持
ち
に
」

本
44
回　

井
上　

道
子

　

平
成
23
年
に
始
ま
っ
た
謡
曲

教
室
も
年
を
重
ね
る
毎
に
和
や

か
な
仲
の
良
い
会
に
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。

　

が
、今
年
は
思
い
が
け
な
い
コ

ロ
ナ
騒
ぎ
で
、
済
美
館
が
閉
鎖

さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
出
来
な

い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
部
員
と
し
て
は
と
て
も

悲
し
い
こ
と
で
す
。

　

人
の
哀
切
の
情
を
細
や
か

に
、
美
し
く
表
現
し
て
い
る
謡

曲
は
、
日
本
人
の
心
の
原
点
で

あ
る
よ
う
で
す
。

　

先
生
の
美
し
い
お
声
と
表
現

力
で
謡
っ
て
い
た
だ
く
と
、私
達

は
只
す
ば
ら
し
い
と
感
動
し

て
、
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
、

声
を
張
り
上
げ
る
の
で
す
。

　

す
る
と
、
ほ
ん
の
少
し
で
も

一
瞬
で
も
現
世
界
に
遊
べ
る
よ

う
な
気
品
の
あ
る
世
界
に
、
ひ

と
と
き
引
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
が
芸
術
の
魔
力
な
の
で

し
ょ
う
。

　

勿
論
、
私
な
ど
の
凡
人
に
は

そ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
は
無
い
に

等
し
い
の
で
す
が
、時
折
、柔
ら

か
い
眼
と
耳
で
充
ち
足
り
た
気

持
ち
に
な
れ
る
時
が
あ
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
が
、
早
く
収
束
し
て

楽
し
く
済
美
館
で
豊
か
な
お

稽
古
が
出
来
る
機
会
を
与
え
て

下
さ
い
。

　

教
室
は
、第
１
・
３
火
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
１
時
間

ほ
ど
済
美
館
で
開
い
て
い
ま
す

（
会
費
、１
ヶ
月
5
、０
０
０
円
）。

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
お
稽
古
し

ま
せ
ん
か
。

季
節
を
映
す
毛
筆
画
を

 
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

 

彩
葉
会（
い
ろ
の
は
か
い
）

高
９
回　

阪
田　

貞
子

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
の
広
が
り
を
受
け
、
今
ま
で

に
な
い
世
界
の
様
子
で
す
。

　

学
校
の
授
業
も
始
ま
り
ま
し

た
が
、夏
休
み
も
あ
り
ま
す
。

　

新
学
期
か
ら
再
開
す
る
と

云
う
こ
と
で
、
毛
筆
画
教
室
は

9
月
18
日
金
曜
日
か
ら
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
絵
を
描
き
た
い

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

硯
で
墨
を
す
り
、
筆
で
下
書

き
を
濃
い
墨
や
薄
墨
で
沢
山
描

い
て
み
た
い
、
色
も
塗
り
た
い
、

絵
手
紙
も
描
い
て
み
た
い
、
何

を
描
こ
う
か
な
、
な
ど
な
ど
思

い
は
ふ
く
ら
み
ま
す
。

　

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た

だ
き
、
ど
ん
な
絵
が
出
来
上
が

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

画
材
は
各
自
が
描
き
た
い
物

を
持
参
し
て
お
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
外
部
の
若
い
方

も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
友
会
員
の
方
が
会
員
外
の

お
友
達
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
る

な
ど
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で

す
。

　

教
室
は
、
毎
月
第
２
・
第
４

金
曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら

４
時
ま
で
で
、
済
美
館
３
階
で

開
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
見
学
に
い
ら
し

て
下
さ
い
。

夫
の
忌
近
し
自
粛
の
日
々
に
春
惜
し
む�

�

西
山
加
代
子

志
村
け
ん
逝
き
し
の
し
ら
せ
養
花
天�

�

井
田　

幸
子

大
木
の
家
桜
に
知
る
我
が
齢�

�

間
宮　

和
子

春
う
ら
ら
歩
巾
を
伸
し
背
を
正
し�

�

宮
沢　
　

良

藪
う
ぐ
ひ
す
児
の
口
笛
に
応
ふ
る
も�

�

金
森　

信
子

ひ
と
ひ
ら
の
落
花
項
の
こ
そ
ば
ゆ
し�

�

本
多　

正
子

お
ぼ
ろ
夜
は
恩
師
の
思
いつ
の
る
の
み�

�

片
岡　

良
子

初
午
や
煮
物
を
た
ん
と
買
い
込
ん
で�

�

大
橋　
　

晄

�

俳
誌「
雨
月
」主
宰　

大
橋　

晄�

先
生
指
導

　

昭
和
17
年
本
校
本
科
御
卒
業
の「
雨
月
」主
宰
の
大

橋
敦
子
先
生
の
も
と
、
昭
和
63
年
６
月
よ
り
、
俳
句
講

座
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

敦
子
先
生
御
歿
後
は
、
御
末
弟
の
大
橋
晄
先
生
御

指
導
の
も
と
に
毎
月
第
２
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
よ

り
済
美
館
の
２
階
を
お
借
り
し
て
、
句
会
を
開
い
て
お

り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
み
句
会
の
参
加
者
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
残
念
な
が
ら
済
美
館
で
の
句
会
は
閉
会
の
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
い
間
会
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こで

ま
り
会　
　

本
44
回　

金
森　

信
子

俳
句
講
座
（
清
友
こ
で
ま
り
会
）

ご一緒しませんか？

文 化 講 座
集う…

楽しむ…
　同窓生
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貸借対照表（令和2年4月30日現在）

令和元年度決算報告書
正味財産増減計算書（令和元年5月1日～令和2年4月30日）

（単位：円）

科　　　　目 決算額
Ⅰ．一般正味財産増減の部
　 1　経常増減の部
　　（1）　経常収益
　　　　①　会費収入 3,300,000
　　　　②　会合費収入 838,000
　　　　③　清水谷高校教育支援基金 540,000
　　　　④　寄付金収入 0
　　　　⑤　総会費収入 674,000
　　　　⑥　110周年記念グッズ販売 0
　　　　⑦　新入会員会費収入　 1,585,000
　　　　⑧　広告料収入 355,000
　　　　⑨　賛助金 1,838,000
　　経常収益計 9,130,000
　　（2）　経常費用
　　　　①　事業費
　　　　　　　フェスタ清友 249,366
　　　　　　　二十歳になったら清水谷 207,560
　　　　　　　清友会フューチャー 18,900
　　　　　　　教育文化等振興援助費 0
　　　　　　　清水谷高校教育支援支出 321,084
　　　　　　　自習室管理費 0
　　　　　　　セミナー支出 68,000
　　　　　　　通信費 0
　　　　　　　会報発行費 2,504,920
　　　　②　支部活動費
　　　　　　　東京支部 490,000
　　　　　　　東海支部 70,000
　　　　③　管理費
　　　　　　　会合費 824,768
　　　　　　　総会費 807,761
　　　　　　　人件費 936,000
　　　　　　　水道光熱費 42,026
　　　　　　　消耗品費 188,999
　　　　　　　交通費 38,400
　　　　　　　通信費 182,347
　　　　　　　備品費 0
　　　　　　　システム関連費 102,720
　　　　　　　事務費 391,059
　　　　　　　転退職員記念品料 0
　　　　　　　新入会員記念品料 317,000
　　　　　　　通勤費 110,880
　　　　　　　雑費 261,077
　　　　　　　修繕費 0
　　　経常費用計 8,132,867
　　　　　当期経常増減額 997,133
　２　経常外増減の部
　　（1）　経常外収益
　　　　①　雑収入 15,112
　　　　②　受取利息 5
　　経常外収益計 15,117
　　　当期経常外増減額 15,117
　　　当期一般正味財産増減額 1,012,250
　　　一般正味財産期首残高 26,303,017
　　　一般正味財産期末残高 27,315,267
Ⅱ．正味財産期末残高 27,315,267

科　　　目 当年度 当年度 当年度
Ⅰ．資産の部
　　 1　流動資産
　　　　　現金預金 28,315,267 27,426,280 888,987
　　　　　貯蔵品 0 0 0
　　　　流動資産合計 28,315,267 27,426,280 888,987
　　　　資産合計 28,315,267 27,426,280 888,987

Ⅱ．負債の部
　　 1　流動負債
　　　　　未払金 0 123,263 △ 123,263
　　　　　仮受金 1,000,000 1,000,000 0
　　　　流動負債合計 1,000,000 1,123,263 △ 123,263
　　　　負債合計 1,000,000 1,123,263 △ 123,263

Ⅲ．正味財産の部
　　　　　正味財産 27,315,267 26,303,017 1,012,250
　　正味財産合計 27,315,267 26,303,017 1,012,250
　　負債及び正味財産合計 28,315,267 27,426,280 888,987

（単位：円）

令和 2年度　清友会総会報告

行事
項目 日時・内容 備考

総会 令和元年6月2日（日）　ホテルグランヴィア大阪
総会懇親会 同上

フェスタ清友 令和元年10月6日（日）　清水谷高校　各施設 懇親会
かごの屋

二十歳になったら清水谷 令和元年10月19日（土）
パセラリゾーツなんば道頓堀店

清友会フューチャー懇親会 令和2年2月9日（日）　道頓堀ホテル
新年互礼会 令和2年1月19日（日）　ホテルグランヴィア大阪
東京支部総会 令和元年10月26日（土）　大手町サンケイプラザ
東海支部総会 令和元年6月23日（日）　名鉄グランドホテル涵梅舫
広報事業
会報「清友」の発刊 令和元年10月1日（火） 17,000部
文化・スポーツ等交流事業

観劇と歴史ウォークの会 観劇　5～12月　毎月開催
歴史ウォーク　6、9、10、11月

各種講演会

第1回　令和元年6月2日（日）総会懇親会にて
テーマ：「働き方改革」
講師：社会保険労務士　仲宗根信成氏（高34）
第2回　令和2年1月19日（日）新年互礼会にて
テーマ：「常磐津節と伝統芸能について」
講師：清水公一氏（常磐津小欣矢氏）（高34）

各種文化講座 適宜開催

ゴルフ会

Ａ　秋期　令和元年10月9日　伏尾GC西コース
　　春期　中止（新型コロナのため）
Ｂ　春期　令和元年6月1日　花屋敷GCよかわコース
　　秋期　令和元年11月30日　花屋敷GCよかわコース

Ａ＝平日開催
Ｂ＝休日開催

その他事業
在校生教育支援事業 自習室の開放など 済美館2階
クラブ活動奨励事業 成績優秀団体／個人の顕彰など
学年同窓会等支援事業 同窓会案内作成作業支援など
創立120周年記念事業
（準備） 120周年記念事業実行委員会（8/3、10/19、1/18、3/28） 学校・PTAと

共同開催
各種会合
理事会 5/18、8/3、9/7、12/7
回生幹事会 5月18日
クラブ代表会 9/14、11/9

合同会議 8月3日 懇親会
かごの屋

監査報告書
　私は令和元年5月1日から令和2年4月30日までの事業年度の業務執行状況、貸借対照表、正味財
産増減計算書及び財産目録並びに関係諸帳票、証拠書類について監査しました結果、適法かつ正
確であることを認めます。
  令和2年6月13日　　清友会　監事　須 田 　 肇
  監事　上 村 修 三

　

清
友
会
の
臨
時
総
会
が
令
和
二
年
九
月
十
二
日

（
土
）
に
、
清
水
谷
高
校
内
済
美
館
の
二
階
に
て

開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
委
任
状
一
四
四
名
を
含
む

一
六
一
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
議
事
録
署
名
人
に

橋
本
一
志
理
事
、
山
口
元
美
理
事
が
選
任
さ
れ

た
。
議
案
書
に
沿
っ
て
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
・
会
計
監
査
が
報
告
さ
れ
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
令
和
二
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
が
提
案
さ

れ
こ
れ
に
つ
い
て
も
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
、
本

会
は
無
事
に
終
え
ら
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
本
来
な
ら
懇
親
会
が
盛
大
に
催

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
令
和
二
年
度
に
お

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
懇
親

会
は
中
止
と
し
た
。

清友会 令和元年度事業報告
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会費納入ありがとうございました
1,650人の方から3,300,000円の納入

コンビニ・ゆうちょ銀行でお振込み下さい
払込料金は清友会が負担しています

令和 2年度収支予算書
（令和2年5月1日～令和3年4月30日）（単位：円）

１．収入の部
科　　　　目 予算額

会 費 収 入 会 費 収 入 4,000,000
新入会員会費収入 1,400,000

賛 助 金 賛 助 金 2,000,000
清水谷高校教育支援基金 清水谷高校教育支援基金 500,000
会 合 費 収 入 総 会 費 0

会 合 費 700,000
寄 付 金 収 入 寄 付 金 100,000
広 告 料 収 入 広 告 料 400,000
雑 収 入 雑 収 入 50,000

当期収入合計（A） 9,150,000
前期繰越収支差額 27,315,267
収 入 合 計（B） 36,465,267

２．支出の部
科　　　　目 予算額

事 業 費 フ ェ ス タ 清 友 250,000
二十歳になったら清水谷 0
在 校 生 教 育 支 援 100,000
セミナー講師料等 0
清友会フューチャー 0
会 報 発 行 費 2,700,000

支 部 活 動 費 東 京 支 部 490,000
東 海 支 部 70,000

管 理 費 総 会 費 0
会 合 費 700,000
人 件 費 1,000,000
旅 費 交 通 費 30,000
通 信 費 250,000
水 道 光 熱 費 50,000
事 務 費 350,000
備 品 費 20,000
消 耗 品 費 50,000
修 繕 費 30,000
シ ス テ ム 関 連 費 200,000
通 勤 費 120,000
転退職員記念品料 20,000
新入会員記念品料 280,000
慶 弔 費 10,000
雑 費 50,000

予 備 費 予 備 費 0
当 期 支 出 合 計（C） 6,770,000
当 期 収 支 差 額（A-C） 2,380,000
次期繰越収支差額（B-C） 29,695,267

行事

項目 日時・内容等 備考

総会 令和2年9月12日（土）
13時30分～　清水谷高校済美館

総会懇親会 本年度は中止
フェスタ清友 本年度は中止
二十歳になったら清水谷 本年度は中止
清友会フューチャー懇親会 本年度は中止
新年互礼会 本年度は中止
東京支部総会 本年度は中止
東海支部総会 本年度は中止

広報事業

会報「清友」の発刊 2020年中発刊予定 17,000部

文化・スポーツ等交流事業

観劇と歴史ウォークの会 観劇　適宜開催
歴史ウォーク　適宜開催

各種講演会 本年度は中止
各種文化講座 適宜開催

ゴルフ会

Ａ　秋期　令和2年10月14日　伏尾GC
　　春期　令和3年4月14日　同上
Ｂ　春期　中止（新型コロナのため）
　　秋期　令和2年11月28日 花屋敷GC

Ａ＝平日開催
Ｂ＝休日開催

その他事業

在校生教育支援事業 自習室の開放など 済美館2階
クラブ活動奨励事業 成績優秀団体／個人の顕彰など
学年同窓会等支援事業 同窓会案内作成作業支援など

創立120周年記念事業
（準備）

記念募金事業
記念式典・祝賀会
記念誌発行
母校への寄付事業

学校・PTAと合同で
実行委員会を開催

各種会合

理事会 原則隔月
回生幹事会 年1～2回程度
クラブ代表会 年3回程度
合同会議 本年度は中止 新型コロナのため

清友会 令和２年度（2020年度）事業計画

令和元年度�納入状況

年会費が清友会の支えです

区分 本　　　科 高40回以上 高41回以下
会員数 納入数 納入率 会員数 納入数 納入率 会員数 納入数 納入率

2014年 1,586 402 25.3％ 8,628 1,687 19.6％ 5,838 85 1.5％
2015年 1,438 327 22.7％ 8,520 1,650 19.4％ 6,609 91 1.4％
2016年 1,327 303 22.8％ 8,413 1,677 19.9％ 6,153 97 1.6％
2017年 1,219 251 20.6％ 8,284 1,699 20.5％ 6,356 81 1.3％
2018年 1,119 206 18.4％ 8,172 1,546 18.9％ 6,577 91 1.4％
2019年 1,029 181 17.6％ 8,053 1,476 18.3％ 6,706 91 1.4％
2020年 976 136 13.9％ 8,020 1,371 17.1％ 7,019 96 1.4％
20年/14年 61.5％ 33.8％ 55.0％ 93.0％ 81.3％ 87.4％ 120.2％ 112.9％ 93.9％

年会費　年度別　納入推移表
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本19回
小山　辰子

本34回
小田千代子

本37回
故 村上　昌子

本39回
阪上　民江

本40回
増田　和子

本41回
中川　輝子
中道　節子
故 小林　菊枝

本42回
城口多嘉子
國澤　欣子
窪田美智子

本43回
玉井万里子
中山左紀子
北川　良子
平井　淑子
片上　淑子
中山　育枝
赤井美代子
豊田　郁子

本44回
金森　信子
岩崎　正子
柳原　澄子
中島　美子
小林　和子

本45回
山口　恵子
髭　　　澄
迫田　清子
小鹿原とし子
栗栖　敏子
芳井　貞子

本46回
三富　　富

柏原　愛子
細川佳代子
福西　滋子

高 2 回
佐々木淳子
塩田　節子
中島　芳子
湖崎　醇子
森　　政子
山田　勝子

高 3 回
岩田　　浩
岡本　　健
小松美代子
白井　淳二
高田　舜介
丹下　斐恵
中野嘉代子
鍋島弥栄子
三宅　一郎

高 4 回
妹背　一代
奥邨　正寛
木下　晃太
木村　一彦
高川　　静
高川　陽子
竹久　友康
村田　方子
和田　知子

高 5 回
上中啓史郎
河野　純也
作田　　洋
白井嘉世子
辻仲　君子
西尾　俊子
西田　芳行
廣島潤之助
圓井謙三郎
丸山　和子
宮崎　文雄
吉岡　重男
和田ヲツチ

高 6 回
井上　芳子
大磯　隆一

大竹　晟介
岡田　　正
芝田　立子
田中　襄二
中家　成子
疋田　悦啓
藤井　則彦
三堀　　俶
三野　雅代

高 7 回
浅見　和子
浦西千恵子
木下　栄子
河野　道雄
齋藤　秋子
出水　晴子
中村喜久子
檜原　康男
宮岡田津子
安井　良子
山本　　博
吉川　雅章

高 8 回
奥田　秀夫
金子　節子
河野　幸正
竹井　静子
寺内　嘉一
徳田　　勤
中井佐和子
西尾　芳子
藤井美津子
細部　昭良
松尾　明子
三原　茂子
村上　清美
吉岡　　武

高 9 回
出雲　慶子
今村佳津子
岡田　喜行
黒川万佐子
坂口　昌子
高尾　郁子
谷　　博之
永島　雅子
樋口　清嗣
別所　清子
細谷　一二

宮内　眞津
八木　徳子

高10回
池田美栄子
今田　憲吾
岡田あき子
駒井マチ子
清水　義道
新谷　順一
竹中　清史
中　　賢治
則枝　征克
藤田　　元
水谷富裟子
宮原紀久子
村田　明美
吉岡　道夫

高11回
大西紀久子
小川歌乃子
黒田　昭博
敷地　宏一
関　　修子
中井　節子
中井　　宏
藤井みどり
藤田　光雄
和田　俊博

高12回
青木　節子
石川　善夫
川口　眞子
菊地　鉄明
澤井　節子
杉野　利彦
高野　康子
竹本　貞子
田中麻紀子
仲栄　成行
西村　一惠
服部　敬子
増田眞千子
路熊　駒三

高13回
青木　恒弘
市口　祐子
入野　洋子
奥田　和弘

佐藤　昭子
佐藤恵巳子
田代万千子
遠矢　太郎
新美　啓之
西田　光子
西　　裕昭
布藤　里美
日置　英一
平岡　美子
湯浅富士郎

高14回
岩阪　泰宏
岡崎　　弘
奥田　喜一
嶋岡　通子
下田　富昭
田中　繁之
西尾美智恵
松井　英樹
松浦佐登子
吉田　朋史

高15回
東　　　広
石川　寿子
石田　　允
井出和津子
小川　佳輝
小田登世子
景山　浩道
神於　啓子
川口凌太郎
木本　　忍
斎藤　秀美
作田　壽子
末光　慶司
田中　利一
谷風　三郎
遠矢美恵子
中西　完治
中村　澄子
夏川三知子
西野　　鋭
西村　郁子
土方　光昭
増田美也子

高16回
植村　　本
菊地　常子

木村　盛茂
桐田　千尋
中島　武徳
中根　昌孝
目崎　五郎

高17回
岡本　晴美
小田　淳郎
杉本　末雄

高18回
井上　俊子
江畑　　弘
笠井　雅美
北谷　照雄
北野　恵三
矢崎　邦子
八束　順子

高19回
伊木　幸子
生田　典子
大西歌野子
小倉八代子
嘉納　敏子
小林　由幸
下前　寿孝
竹内　定夫
服部　忠雄
松田潤二郎
村上　慎次
森口　二郎
矢野　　直
吉田　隆夫

高20回
加山　恵一
久下　泰広
芝川　重博
藤井　和幸
宮本　雅行
湯本　益美

高21回
生田　末治
楳田　慎悟
川﨑　泰英
十山　　恵
豊田　温順
樋上　佳徳
松尾　　豊

高22回
伊藤惠美子
江島　寿子
岡本　啓子
古賀　勝己
鳥井　敏孝
中田　雅久
中村　純造
日根野文三
和田　雅夫

高23回
東　雄二郎
荒川　嘉孝
板垣　伴之
金井　康雄
岸田　宣久
木村　高明
小林　裕子
坂井　幸司
佐野美砂子
須田　　肇
田中　保夫
土橋　陽子
永田　　勇
松井　浩子
三國　 之
向井　容子

良元　昌樹

高24回
石塚はつ子
小林　陽子
中西　修一

高25回
杉野美智子
武部　好伸
広田　正人
古川　雅一

高26回
荒木　圭子
江原　　豊
木下　永吾
松永三三子
松原　一典

高27回
當山　博志

高29回
黒田　英美
甲田　裕隆
竹田　和哉
松原とも子

吉村　佳美

高31回
伊庭　哲也
澤田　淳子
中村佳世子

高32回
末兼　恵理
冨坂　恵子

高33回
堤　　和博
和田　千春

高34回
川見　郁子
須藤　隆二
西前　啓介
原田二美代
平井　禎則

高35回
大薮　弘彦
北野　勝也
横路　貴美

高36回
大塚百合子
小野　智巳
風間　　斉
小佐川　学
中嶋　謙治
村上　可枝

高37回
長町みゆき

高38回
中阪　益之

高47回
箕浦　陽亮

高50回
岩田　　徹

高51回
八田　　禅

その他

匿 名 19 名

賛助金へのご協力ありがとうございました。　会長 須藤隆二（高34回）
多数の皆様からご芳志が寄せられました。誌面を借りて厚く御礼申し上げます。頂戴した賛助
金は、清友会と母校の発展のため、大切に活用させて頂きます。今後ともよろしくお願い申し
上げます。� 令和元年度　賛助金芳名録　　　総計　1,838,000円

令和２年度賛助金芳名録

  本科� 28名� 234,000円
� 高校� 296名� 1,470,000円
� 匿名� 19名� 134,000円

� 合計　343名　1,838,000�円

賛助金　募金合計

  計� �540,000円
 平成24年7月1日～平成31年4月30日  計�3,104,933円

� 総計�3,644,933�円

「清水谷高校教育支援基金」募金芳名録
令和元年5月1日～令和2年4月30日

高21回
松尾　　豊

高22回
中田　雅久

高26回
江原　　豊

匿　　名

三菱 UFJ 銀行
谷町支店 ［普通預金 3510939］ 清友会　会長 須藤隆二

母校を飛翔させる教育支援基金

　清友会では、教育支援実行委員会を設け、母校の教育支援活動に取り組んで
います。
　主な活動内容は、（1）中学生向けの清水谷高校PRパンフレット作製費用の
助成、（2）在校生向け講演会の実施、（3）成績優秀なクラブ等への支援金交付、
（4）同窓会館「済美館」2Fを自習室として開放、（5）学習機材の寄附、などです。
　こうした支援活動を実施するため、平成23年1月より清水谷高校教育支援
基金が創設され、多数の会員の皆様から総額300万円を超えるご寄附を頂き
ました。
　昨年度は、（5）学習機材の寄附、として、全教室（23室）にプロジェクター用
のスクリーンを母校に寄贈させて頂きました。
　今後も教育支援活動を継続していくため、会員の皆様には、教育支援基金へ
のご協力を切にお願い申し上げます。

教育支援基金にご協力を！
会長 須藤隆二（高34）

清友会諸活動におきましては、本来、会の運営は年会費
によって賄われるべきところではございますが、資金的に
充分な状況ではありません。「賛助金」制度を実施しており
ます。今年度も引き続き年会費とともにさらに賛助金をプ
ラスしてご支援をお願い申し上げます。

年会費2,000円と
賛助金のお願い

2019年度「会報」「賛助金芳名録」において間違いがありました。
  正　本45  栗栖　敏子  誤　本45  来栖　敏子
  正　本46  福西　滋子  誤　本44  福西　滋子
  正　高５  廣島潤之助  誤　高５  廣島潤之介
  正　高５  上中啓史郎  誤　高５  上中圭史郎
　2019年度「会報」において「清水谷高校教育支援基金」募金名簿にお
いて未記載がありました。  特別会員　島﨑　英夫
　訂正してお詫び申し上げます。
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田植え体験　秋には稲刈りも

きゅうりの収穫

　

清
友
幼
稚
園
で
は
、
現
在
、
満
3
歳
児
ク
ラ
ス
21
名
、
年
少
組
71
名
、
年

中
組
82
名
、
年
長
組
73
名
の
合
計
２
４
７
名
の
園
児
が
元
気
に
通
っ
て
き

て
い
ま
す
。
昨
年
4
月
に
認
定
子
ど
も
園
に
移
行
し
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
な
が
ら
も
無
事
に
年
度
末
を
一
カ
月
後
に
控
え

た
2
月
最
後
の
金
曜
日
、
突
然
休
園
措
置
を
取
る
よ
う

に
と
指
導
が
入
り
、
年
長
児
た
ち
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
泣
き

な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
異
様
な
緊
張
感
の

中
で
ク
ラ
ス
別
に
卒
園
式
を
執
り
行
い
、
入
園
式

も
簡
素
に
済
ま
せ
た
直
後
、緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
様
々
な
こ
と
が
次
々
と
起
こ
り
、
生

活
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
集
団
生
活

を
突
然
断
ち
切
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
を
家
族
と
だ

け
過
ご
す
園
児
た
ち
の
こ
と
を
案
じ
な
が
ら
、

先
生
た
ち
は
個
別
に
お
手
紙
を
書
い
た
り
電
話

を
掛
け
た
り
、ま
た
動
画
を
配
信
し
た
り
…
…
と

「
み
ん
な
の
こ
と
、
忘
れ
て
い
な
い
よ
」と
一
生
懸

命
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
ま
し
た
。
5
月
末
か
ら
園

庭
に
学
年
を

分
け
て
保
護
者

さ
ん
と
遊
び
に
来

た
り
、
少
人
数
ず
つ
分

散
登
園
を
お
こ
な
っ
た
り

し
、
よ
う
や
く
6
月
15
日
か
ら
普
通

に
登
園
を
再
開
し
ま
し
た
。
例
年
な

ら
5
月
に
は
親
子
遠
足
、
年
長
組
は

園
庭
で
か
ま
ど
を
組
ん
で
の
飯
盒
炊

爨
、
ま
た
保
護
者
さ
ん
対
象
に
学
年

ご
と
の
講
演
会
、
そ
し
て
初
夏
に
は

子
ど
も
た
ち
が
何
よ
り
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
プ
ー
ル
と
ど
ろ
ん
こ
遊
び

…
…
と
続
く
の
で
す
が
、「
密
」を
回
避

す
る
た
め
に
ほ
ぼ
全
て
の
行
事
を
中

止
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
時
期
で
も

何
か
思
い
出
に
残
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
な
あ
と
思
い
、
警
備
員
さ
ん
に
お

膳
立
て
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
年
長
組

だ
け
で
す
が
、
大
き
な
た
ら
い
で
田
植

え
を
経
験
し
ま
し
た
。
事
前
に
図
鑑

や
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
で
お
勉
強
を

し
て
、
一
人
一
箇
所
ず
つ
、
ド
ロ
ド
ロ

の
と
こ
ろ
に
苗
を
植
え
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
朝
か

ら
植
え
た
の
を
午
後

に
見
に
来
て
、「
あ
！
少
し
伸
び
て
る
～
～
！！
」と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
可
愛
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
子
ど
も
た

ち
が
休
園
し
て
い
る
間
に
裏
の
畑
で
苺
が
毎
日
少

し
ず
つ
赤
く
な
り
、
採
れ
た
分
ず
つ
洗
っ
て
冷
凍

し
た
ら
、
２
・
５
キ
ロ
に
も
な
り
ま
し
た
の
で
一

学
期
の
終
わ
り
に「
魔
法
の
お
鍋
」に
そ
の
苺
と

お
砂
糖
を
入
れ
て
ジ
ャ
ム
に
し
、
ク
ッ
キ
ー
に
乗

せ
て
皆
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

5
月
頃
に
は
、今
年
の
運
動
会
、ど
う
す
る
？

な
ど
と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、も
し

か
す
る
と
、
今
後
何
年
も
こ
の
よ
う
な
状
態
が

続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
園
で
は
避
難
訓
練
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
改
め
て
考
え
直
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

後
の
課
題
が
満
載
状
態
で

す
。　

　

そ
の
よ
う
な
日
々
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
心
配

な
ど
全
く
意
に
介
せ
ず
、
網

を
持
っ
て
虫
を
追
い
か
け
た

り
、
ボ
ー
ル
を
蹴
り
あ
っ
た

り
、
ケ
ン
カ
を
し
た
り
仲
直

り
し
た
り
、い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
日
常
を
元
気
に
過
ご
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

 
 学校法人清友学園 認定こども園 

 清友幼稚園 

満 3 歳児 ２０名 3 歳児 ８０名 4・5 歳児 若干名 

URL： http://www.seiyu-youchien.jp/ 

所在地：〒581-0022 八尾市柏村町１－５７ 

（近鉄大阪線 高安駅より南西 徒歩 8 分） 

問い合わせ：TEL 072-922-2023  FAX 072-922-2035 

理事長 日根野文三（高 22 回）園長伊藤惠美子（高 22 回） 

 令令和和３３年年度度  園園  児児  募募  集集 

�

学
校
法
人
清
友
学
園　

清
友
幼
稚
園

�

園
長　

伊
藤
惠
美
子（
高
22
回
）

昭
和
16
年（
１
９
４
１
年
）「
清
友
学
園
高
等
女
学
校
」開
校

　
　

布
施
に
開
校
し
、後
に
現
在
の
八
尾
市
柏
村
に
移
転

　
　

清
友
会
と
保
護
者
会
が
協
力
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た

昭
和
21
年（
１
９
４
６
年
）「
清
友
幼
稚
園
」開
園

　
　
　

 

清
水
谷
高
女
卒
業
生
６
名
が
私
財
を
持
ち
寄
り
園

児
６
名
で
開
園

　
　
　
（
清
友
幼
稚
園
校
庭
）

顕彰碑
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� 令和２年度「清友会」役員の紹介�

令和２年度　新年互礼会

　

新
年
互
礼
会
は
令
和
２
年
１
月
19

日（
日
）に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大

阪
で
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
科
７
名
の
諸
姉
の
方
々
を
始
め

77
名
の
参
席
の
元
、華
々
し
く
和
気

藹
々
に
宴
は
進
行
し
ま
し
た
。

　

学
校
長
田
中
隆
博
先
生
・
須
藤
隆

二
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、常
磐
津

小
欣
矢（
高
34
回
）師
匠
に
よ
る「
常

磐
津
節
と
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
」の
公

演
も
あ
り
会
場
が
華
や
か
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

常
磐
津
小
欣
矢
師
匠
に
は
、大
阪

松
竹
座
公
演
に
出
演
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、互
礼
会
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
科
諸
姉
７
名
の
参
席
を
得
て

校歌斉唱常磐津小欣矢師匠　公演

本科の皆さん

お問い合わせ先　清友会事務局　　火・金曜日　10時～16時
TEL 06-6768-4159　FAX 06-6770-5015

ホームページ https://dousoukai.site/seiyukai/　Eメール seiyukai@carrot.ocn.ne.jp

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て

 

（
個
人
情
報
保
護
方
針
）

　

清
友
会
は
、
高
度
情
報
通
信
社
会�

に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性

を
認
識
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に�

努
め
ま
す
。

◎�

全
会
員
の
名
簿
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
、
平
成
４
年
版
以
降
発
行

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
各
回
生
で
名
簿
が

必
要
な
場
合
は
、
回
生
幹
事
を
通
じ

て
、
原
簿「
コ
ピ
ー
」ま
た
は「
宛
名
シ

ー
ル
」を
頒
布
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、

個
人
情
報
保
護
法
に
則
り
使
用
目
的

に
関
す
る
契
約
書
の
提
出
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎�

住
所
・
氏
名
の
変
更
や
ご
逝
去
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
葉
書
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
清
友
会
ま
た
は
回

生
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
留
守

電
録
音
は
不
可
で
す
）

◎
会
費
払
い
込
み
の
ご
案
内

　

同
封
の
払
込
票
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

用
紙
紛
失
の
場
合
は
左
記
の
口
座
へ
。

　

郵
便
振
替
口
座（
会
費
納
入
専
用
）

　
　

０
０
９
１
０
―
６
―
１
０
１
４
８
９

　
　

口
座
名　

同
窓
清
友
会

◎
回
生
幹
事
の
変
更
が
あ
れ
ば
、

　

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

◎�

同
窓
会
館「
済
美
館
」の
使
用
及
び 

母
校
校
舎
見
学
に
つ
い
て

　

事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

◎�

事
務
局
へ
の
連
絡
、お
問
い
合
わ
せ

　

済
美
館
一
階　

厚
見
姉
ま
で
。

　

〒
５
４
３
―
０
０
１
１

　

大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
２
―
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府
立
清
水
谷
高
等
学
校
内「
清
友
会
」

令
和
２
年
度　

人
事
異
動

　

着
任　

事
務
長　

富
田　

言
江

（
鳳
土
木
事
務
所
）

　

離
任　

事
務
長　

小
西　

康
之

（
府
立
堺
聴
覚
支
援
学
校
）

事
務
局
だ
よ
り

● 

●  

編
集
後
記  

● 

●

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
発
刊
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

1
2
0
周
年
記
念
事
業
、
母
校
に
関
す
る
特
集
を
組
み
、
今

ま
で
と
少
し
趣
き
の
異
な
る
会
報
と
な
り
ま
し
た
。

　
清
水
谷
高
校
の
先
生
方
、
生
徒
さ
ん
は
勿
論
、
関
係
者
の

方
々
の
多
大
な
ご
協
力
の
も
と
、
会
員
の
皆
様
へ
お
届
け

出
来
ま
し
た
こ
と
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。

会　

長

高
34�

須
藤　

隆
二

副
会
長

高
33�

山
口　

元
美

高
34�

橋
本　

一
志

理　

事

高
34�

楠　
　

充
喜

高
34�

川
見　

郁
子

高
34�

中
塚
友
規
子

高
35�

金
原　

孝
子

高
40�

植
田　

素
行

高
50�

岩
田　
　

徹

監　

事

高
23�

須
田　
　

肇

高
24�

上
村　

修
三

回
生
幹
事
会
議
長

高
34�

橋
本　

一
志

�

（
兼
務
）

ク
ラ
ブ
代
表
会
議
長

�

選　

任　

中

顧
問

高
４�

原　
　

二
郎

高
14�

板
倉　

圭
子

高
22�

日
根
野
文
三

回
生
幹
事

本
38�

三
枝　

妙
子

本
41�

大
中　

幸
子

本
42�

城
口
多
嘉
子

本
43�

北
川　

良
子

本
44�

生
田
紀
久
子

高
2�

加
納
比
那
子

高
３�

飯
田　

弘
一

高
４�

木
村　

一
彦

高
４�

久
保　

洋
子

高
４�
藤
森　

裕
子

高
５�
白
井
嘉
世
子

高
６�

安
江　

貞
夫

高
７�

石
崎　

龍
平

高
７�

酒
井　

重
幸

高
７�

木
下　

栄
子

高
７�

山
本
眞
佐
代

高
８�

吉
岡　
　

武

高
８�

松
尾　

明
子

高
９�

平
岡　

重
道

高
10�

村
田　

明
美

高
10�

吉
岡　

道
夫

高
10�

中
山　

隆
司

高
11�

田
中　

征
男

高
11�

森
竹　
　

健

高
12�

杉
野　

利
彦

高
12�

青
山　

英
雄

高
13�

新
美　

啓
之

高
13�

西
田　

光
子

高
14�

三
好
国
三
郎

高
15�

小
川　

佳
輝

高
15�

川
口
凌
太
郎

高
16�

中
井　

正
子

高
16�

田
中　

諄
子

高
16�

荻
野　

繁
之

高
17�

大
石　

啓
子

高
17�

黒
田　

満
夫

高
18�

三
木　

完
二

高
18�

鈴
木　

晴
美

高
18�

矢
間　

久
雄

高
19�

森
口　

二
郎

高
19�

矢
野　
　

直

高
20�

塩
見　

一
仁

高
20�

湯
本　

益
美

高
21�

川
﨑　

泰
英

高
21�

熊　
　

順
一

高
22�

中
村　

純
造

高
22�

和
田　

雅
夫

高
23�

小
原　

和
子

高
23�

傅
馬　

美
弘

高
24�

畑
中　

康
之

高
25�

加
藤　

正
之

高
25�

松
澤　

敬
二

高
26�

野
村　

重
之

高
27�

井
上　
　

晃

高
27�

山
下　

佳
子

高
27�

田
中
友
希
子

高
28�

中
才　

敏
之

高
29�

田
中
友
輝
子

高
29�

小
村　

律
子

高
30�

上
迫
由
美
子

高
30�

塚
本　

良
一

高
31�

大
野　

昌
彦

高
32�

上
善　

恒
雄

高
33�

金
本　

昌
邦

高
33�

曾
根　

圭
治

高
33�

中
谷
ま
さ
み

高
34�

谷
本　

成
見

高
34�

元
井
眞
紀
子

高
34�

吉
田　

恭
二

高
35�

横
路　

貴
美

高
36�
中
嶋　

謙
治

高
37�
川
西　

宏
和

高
38�
東　
　

伸
光

高
40�

八
木　
　

滋

高
40�

立
川　
　

優

高
41�

戸
倉　

信
昭

高
42�

井
上　

雅
之

高
42�

森
本
さ
や
子

高
43�

木
村　

芳
浩

高
44�

佐
久
間　

正

高
45�

髙
橋
る
り
子

高
45�

前
田　

功
一

高
46�

榛
木　
　

竜

高
46�

這
越　

愛
子

高
47�

三
宅　

隆
志

高
47�

新　
　

光
世

高
48�

笹
田　
　

淳

高
49�

小
島　

大
亮

高
50�

小
津
奈
々
絵

高
51�

永
田　

亜
紀

高
52�

川
口　

真
吾

高
53�

阪
田　

裕
亮

高
53�

高
田　

直
子

高
54�

廣
島
真
理
亞

高
54�

吉
田　

加
奈

高
55�

辰
巳　

知
里

高
55�

香
坂　

基
行

高
56�

竹
田　

理
愛

高
57�

江
尻　
　

章

高
57�

野
山　

和
純

高
58�

野
坂　

悠
乃

高
59�

柏
倉　

寛
至

高
60�

信
賀　

哲
和

高
61�

荒
木　

翔
平

高
62�

左
子　

光
晴

高
62�

後
藤　

未
佳

高
63�

宮
岡　

裕
輔

高
63�

橋
口　

莉
奈

高
64�

反
橋　
　

聖

高
64�

矢
部　

公
美

高
65�

渡
邊　
　

大

高
65�

西
岡　

万
柚

高
66�

川
畑　

達
寛

高
66�

林　
　

美
輝

高
67�

大
塚　

壮
真

高
67�

大
谷　

恵
未

高
68�

西
田
僚
太
郎

高
68�

渡
辺　

京
佳

高
69�

工
藤　

進
也

高
69�

木
村　

百
花

高
70�

木
本　

建
斗

高
70�

山
本　

莉
緒

高
71�

加
藤　
　

蓮

高
71�

宮
田　

遥
夏

高
72�

石
田　

誠
弥

高
72�

亀
田　

萌
葉

東
京
支
部 

支
部
長

高
22�

吉
田　
　

順

東
海
支
部 

支
部
長

高
21�

橋
本　

利
昭

　

な
お
、明
年
、令
和
3
年
1
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
新
年
互
礼
会
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

御
理
解
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。




